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このマニュアルについて

このマニュアルでは、Software AG 製品について、また、これらの製品を使⽤して⽬標を達成する⽅法に
ついて説明します。

表記規則

規則 説明

太字 画⾯上の要素を表します。

縮⼩フォント folder.subfolder.service  形式のサービス名や場所、API、Java クラス、メ
ソッド、プロパティを表します。

斜体 次の情報を表します。

独⾃の状況または環境に固有の値を指定する必要がある変数。
本⽂で最初に出現する新しい⽤語。
他のドキュメントソースへの参照。

モノスペース

フォント

次の情報を表します。

⼊⼒する必要があるテキストまたはシステムで表⽰されるメッセージ。
プログラムコード。

{ } 選択肢のセットを表します。ここから 1 つ選択する必要があります。中カッコ
の内側にある情報のみを⼊⼒します。{ } 記号は⼊⼒しません。

| 構⽂⾏で相互排他的な 2 つの選択肢を区切ります。いずれかの選択肢を⼊⼒し
ます。| 記号は⼊⼒しません。

[ ] 1 つ以上のオプションを表します。⼤カッコの内側にある情報のみを⼊⼒しま
す。[ ] 記号は⼊⼒しません。

... 同じ種類の情報を複数回⼊⼒できることを⽰します。情報だけを⼊⼒してくだ
さい。実際のコードに繰り返し記号 (...) を⼊⼒しないでください。

オンライン情報とサポート
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Software AG マニュアルの Web サイト
マニュアルは、Software AG マニュアルの Web サイト (「http://documentation.softwareag.com」)
で⼊⼿できます。このサイトには、Software AG の製品サポートサイト Empower のクレデンシャルが必
要です。Empower のクレデンシャルがない場合は、TECHcommunity Web サイトを使⽤する必要があり
ます。

Software AG の Empower 製品サポート Web サイト
Empower のアカウントをまだお持ちでない場合は、⽒名、会社名、および会社の電⼦メールアドレスを
「empower@softwareag.com」 まで送信し、アカウントをリクエストしてください。

アカウントを取得したら、Empower (「https://empower.softwareag.com/」) の [eService] セクショ
ンからオンラインでサポートインシデントを開くことができます。

製品情報は、Software AG の Empower 製品サポート Web サイト (「https://
empower.softwareag.com」) で⼊⼿できます。

機能および拡張機能に関するリクエストの送信、製品の可⽤性に関する情報の取得、製品のダウンロードを
実⾏するには、「Products」 に移動します。

修正に関する情報を取得し、早期警告、技術論⽂、Knowledge Base の記事を読むには、「Knowledge
Center」 に移動します。

ご不明な点がありましたら、「https://empower.softwareag.com/public_directory.asp」 の [Global
Support Contact Directory] でお住まいの国のローカルまたはフリーダイヤル番号を検索し、お電話でお
問い合わせください。

Software AG TECHcommunity
マニュアルおよびその他の技術情報は、Software AG TECHcommunity Web サイト (「http://
techcommunity.softwareag.com」) で⼊⼿できます。以下の操作を実⾏できます。

TECHcommunity クレデンシャルを持っている場合は、製品マニュアルにアクセスできま
す。TECHcommunity クレデンシャルがない場合は、登録し、関⼼事の領域として [マニュアル] を
指定する必要があります。

記事、コードサンプル、デモ、チュートリアルにアクセスする

Software AG の専⾨家によって承認されたオンライン掲⽰板フォーラムを使⽤して、質問したり、ベ
ストプラクティスを話し合ったり、他の顧客が Software AG のテクノロジをどのように使⽤している
かを学んだりすることが可能です。

オープンスタンダードや Web テクノロジを取り扱う外部 Web サイトにリンクできます。

データ保護
Software AG 製品は、EU ⼀般データ保護規則 (GDPR) に従って個⼈データの処理に関する機能を提供し
ます。該当する場合、それぞれの管理マニュアルに適切な⼿順が記載されています。

http://documentation.softwareag.com
mailto:empower@softwareag.com
https://empower.softwareag.com/
https://empower.softwareag.com
https://empower.softwareag.com
https://empower.softwareag.com/Products/default.asp
https://empower.softwareag.com/KnowledgeCenter/default.asp
https://empower.softwareag.com/KnowledgeCenter/default.asp
https://empower.softwareag.com/public_directory.asp
http://techcommunity.softwareag.com
http://techcommunity.softwareag.com


M
Odd Header

クイックスタート

Software AG 製品について バージョン 10.4 9

1   クイックスタート

■   分析および意思決定のクイックスタート ............................................................................     10

■   API 管理のクイックスタート .........................................................................................    10

■   B2B 統合のクイックスタート ........................................................................................     11

■   ビジネストランスフォーメーションおよび IT トランスフォーメーションのクイックスタート ..............................     12

■   製品間で使⽤されるツールのクイックスタート ......................................................................     12

■   Cumulocity IoT のクイックスタート ..............................................................................     13

■   Dynamic Apps Platform のクイックスタート ..................................................................     13

■   ハイブリッド統合のクイックスタート ...................................................................................     17

■   インメモリデータ管理のクイックスタート ..............................................................................     19

■   マスターデータ管理のクイックスタート ...............................................................................     19



M
Even Header

クイックスタート

Software AG 製品について バージョン 10.4 10

分析および意思決定のクイックスタート

製品 機能

Apama 動きの速いイベントストリームを監視し、重要なイベントとイベントのパ
ターンを検出して分析し、仕様に従って反応すべきイベントに直ちに対応
します。

ARIS Process
Performance
Manager

ビジネスプロセスデータをデータソース (データベース、トレーディン
グパートナのデータストア、サードパーティアプリケーション (SAP や
Salesforce) など) から引き出します。

MashZone
NextGen

Software AG データソース (たとえば、データベース、XML ファイ
ル、Apama イベント、プロセスインスタンスなど) 、または Web フィー
ドや Web サービスからデータを視覚化します。

Optimize for
Process

ビジネスプロセス、アクティビティ、イベントおよびその他のビジネス関
連データをリアルタイムで監視します。ビジネスデータを表⽰および評価
したり、問題が発⽣したときにアラートをトリガーするルールを定義した
りします。

Optimize for
Infrastructure

KPI を使⽤してシステムリソースを監視します。KPI 評価ルールを定義
し、システム動作の傾向を検出し、問題のある状況で⾏うアクションを定
義します。違反したルール、規定外のリソース、および、今後規定外にな
ると予測されるリソースを検出します。過去の KPI パフォーマンスを分析
して、正または負の傾向を特定します。

Universal
Messaging

イベントをプロデューサからコンシューマに配信します。

Zementis
Predictive
Analytics

機械学習ツールやデータマイニングツールによって構築された予測モデル
を実⾏して、リアルタイムの予測を⾏います。

API 管理のクイックスタート

製品 機能

API Gateway コンシューマアプリケーションから要求を受信し、API プロバイダにその要求
を転送します。その後、プロバイダからの応答をコンシューマアプリケーショ
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製品 機能

ンに返します。製品とそのアプリケーション、サービスおよびデータを、外部
クライアントアプリケーションによる悪意のある攻撃から保護します。

API Portal API を公開およびコンシュームします。API を外部の開発者、パートナおよ
びその他のコンシューマがそれぞれのアプリケーションで使⽤できるようにセ
キュアに公開する、Web ベースのセルフサービスポータルです。

CentraSite API 管理の設計時、ガバナンス、および実⾏時アスペクトを提供します。

Insight Server API を監視し、管理します。

問題の根本原因を特定および分離します。

計画された変更の影響を予測して備えます。

パフォーマンスの監視および SLA の適⽤を⾏うポリシーを作成および適⽤し
ます。

管理されていない不良な API を検出します。

API Cloud API を安全に管理し、開発者やパートナコミュニティへ公開します。クラウ
ドホスト型の API MaaS (Management-as-a-Service) プラットフォームで
す。

B2B 統合のクイックスタート

製品 機能

Trading
Networks

⾃動化されたプロセスを使⽤して、トレーディングパートナ (⼩売業者、製造
業者、サプライヤ、市場) が電⼦的なビジネスドキュメントを交換するネット
ワークを構築および管理します。

eStandards モ
ジュール

業界標準の転送プロトコルを定義し、ビジネスドキュメントタイプを提供し、
ドキュメント交換ルールを指定します。モジュールは、さまざまな業界 (製
造、⾦融、医療など) の B2B 標準をサポートします。

Optimize for
B2B

Trading Networks トランザクションをリアルタイムで監視します。

B2B 分析 Trading Networks パートナートランザクションを分析します。
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製品 機能

B2B Cloud 顧客、販売業者、およびトレーディングパートナとビジネスドキュメントを
電⼦的に安全にやり取りします。クラウドホスト型の SaaS (Software-as-a-
Service) プラットフォームです。

ActiveTransfer トレーディングネットワーク内のビジネスドキュメントの転送を管理します。

ActiveTransfer
Agent

リモートシステムと、ActiveTransfer Server をホストしているセントラルハ
ブとの間でファイルを転送します。

ビジネストランスフォーメーションおよび IT トランスフォー
メーションのクイックスタート

製品 機能

ARIS
Connect、ARIS
Designer、
および ARIS
Architect

ビジネスプロセスの設計図となるビジネスプロセスモデルを作成します。

ARIS Business
Process
Governance

⽤意されているワークフローを利⽤して、標準、ポリシーおよびガイドライン
を使⽤したビジネスプロセスモデルのライフサイクルを制御します。

Alfabet デジタルビジネストランスフォーメーション戦略の開発と実践に役⽴つ最新
かつ柔軟で無駄のないエンタープライズアーキテクチャを構築します。IT ア
セットの内容と、そのような投資がデジタルビジネスビジョンに沿っているか
どうかを理解します。

製品間で使⽤されるツールのクイックスタート
 

製品 機能

Command
Central

Software AG 製品のインストール、パッチ、設定、管理、およびアップグ
レードを⾏い、データベースコンポーネントを作成し、1 箇所からリモートで
製品をデータベースコンポーネントに接続します。
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製品 機能

Software AG
Installer

Software AG 製品をインストールします。

Software AG
Update Manager

Software AG 製品の修正とサポートパッチをインストールし、Software AG
製品のインストールに関する問題のトラブルシューティングを⾏います。

Deployer およ
び Asset Build
Environment

ソース Software AG ランタイムまたはリポジトリに存在するユーザ作成のア
セットを、ターゲット Software AG ランタイムに展開します (たとえば、開
発環境のサーバからステージング環境または実稼働環境のサーバへ)。

Digital Event
Services およ
び Universal
Messaging

Software AG により、製品がイベントを使⽤して通信できるイベント駆動型
アーキテクチャ (EDA) の基盤。

Software AG
Designer

Eclipse ベースのグラフィカル開発ツール。

Digital Event
Development
パースペクティ
ブ

イベントをパブリッシュおよび監視します。

Cumulocity IoT のクイックスタート

製品 機能

Cumulocity 住宅、⾃動⾞、機械などのリモートアセットを表⽰および制御します。

Dynamic Apps Platform のクイックスタート

Dynamic Apps Platform の設計のクイックスタート

製品 機能

Software AG
Designer

Eclipse ベースのグラフィカル開発ツール。
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製品 機能

[プロセス開
発] パースペク
ティブ、[ビジ
ネスアナリス
ト] ビュー

実装者に対するビジネスプロセスの要件を記録します (たとえば、プロセス
ステップの⼊出⼒およびエラーの処理⽅法を指定する、プロセスに関係す
る⼈を識別する、KPI の⼀覧を⽰すなど)。

Dynamic Apps Platform の実装のクイックスタート

製品 機能

Software AG
Designer

モデルからビジネスプロセスを実装します。[動的プロセス開発]、[プロセス開
発]、[サービス開発]、[ルール開発]、および [UI 開発] (タスク) パースペク
ティブを使⽤してサービス、ルール、タスクを開発します。

AgileApps プロセス駆動型のアプリケーションソリューションを構築および展開しま
す。aPaaS (Application Platform-as-a-Service) 製品。

Task Engine API 経由でサービスまたはその他のアプリケーションのタスクを検索および操
作します。

Dynamic Apps Platform の実⾏のクイックスタート

製品 機能

Integration
Server

ビジネスプロセスおよびサービスを実⾏します。

Process Engine ビジネスプロセスの実⾏を制御および指⽰します。

Rules Engine ビジネスプロセスまたはサービスによって呼び出されたルールを実⾏します。

Task Engine タスクを実⾏します。

Dynamic Apps Platform のコンポジットアプリケーションのク
イックスタート



M
Odd Header

クイックスタート

Software AG 製品について バージョン 10.4 15

製品 機能

Software AG
Designer

[UI 開発] パースペクティブを使⽤してコンポジットアプリケーションを設計
します。CAF 内の Web ページおよび Business Console ガジェットはサービ
スを呼び出すことができます。Web ページからは、データベースに格納され
たデータにアクセスしたり、そのデータを表⽰したりできます。

Application
Platform

独⾃の webMethods API を使⽤せずに、Java でアプリケーションロジックを
開発します。

My
webMethods
Server

コンポジットアプリケーションをホスティングします。

Dynamic Apps Platform の管理と監視のクイックスタート

製品 機能

Monitor プロセスインスタンスの状態と KPI を表⽰します。プロセスインスタンス
のパスを予測します。プロセスインスタンスを停⽌、⼀時停⽌、または再
開します。プロセスステップを再サブミットします。

Mobile Monitor モバイルデバイスやタブレットから、プロセスインスタンスを表⽰した
り、タスクを表⽰したり操作したりします。

Task Engine タスクを割り当て、タスクインスタンスを起動、停⽌、⼀時停⽌、再開、
または削除します。

Business
Console

タスクのスケジュールを設定したり、タスクを操作したりします。リアル
タイムでプロセスおよびタスクインスタンスを監視します。ソーシャル
メディアで、プロセスに関する傾向情報を表⽰します。プロセス分析を表
⽰します。プロセスによって呼び出されたデシジョンテーブルを表⽰しま
す。ケースアプリケーションを含むプロセスを表⽰します。

Process Engine プロセスインスタンスを表⽰、⼀時停⽌、再開、停⽌、再起動、または再
サブミットします。プロセスステップをキャンセル、スキップ、⼀時停
⽌、または再起動します。プロセスモデルステージを作成、変更、または
削除します。プロセスインスタンスの完了時間を⾒積もり、平均サイクル
時間を表⽰します。
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製品 機能

Mobile
Business
Console

タスクとワークフロー上で共同作業し、プロセスおよびタスクインスタン
スをリアルタイムで監視し、モバイルデバイスまたはタブレットから迅速
な判断を下します。

Closed Loop
Analytics

プロセスの健全性に関するデータを収集し (プロセスの量、サイクル時
間、SLA または KPI のルール違反など)、確認した問題をエスカレートし
ます。

Dynamic Apps Platform のモバイル開発のクイックスタート

製品 機能

Software AG
Designer

Eclipse ベースのグラフィカル開発ツール。

[モバイル開
発] パースペク
ティブ

ユーザインタフェースを設計して、ユーザインタフェースを表⽰し、ボタ
ンのクリックなどユーザが開始したイベントに対応する Java コードを⽣
成します。[モバイル開発] によって作成される Java クラスで、ビジネス
ロジックをユーザインタフェースとは独⽴してコード化します。

Mobile
Designer

Java のモバイルアプリを作成し、アプリをあらゆるモバイルデバイス⽤に
⾃動的に変換します。

Mobile Support モバイルデバイスと企業のバックエンドアプリケーション間でデータを転
送するモバイルデータ同期ソリューションを作成します。これにより、複
数のソースによって同時にバックエンドデータが更新されるときに発⽣す
る競合を解決します。

Dynamic Apps Platform の Robotic Process
Automation

製品 機能

Robotic
Process
Automation

ビジネス⼿順の⾃動化プロセスを設計します。ロボットの作成、設定、ス
ケジュール設定、トリガー、管理、および監視をリモートで⾏います。す
べてのコンポーネントの⾃動化プロセスのセキュリティとアクセスを管理
し、タスクキューを管理して最も効率的にロボットを使⽤し、受信要求を
処理し、呼び出し元アプリケーションに応答を返します。
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ハイブリッド統合のクイックスタート

ハイブリッド統合の開発のクイックスタート

製品 機能

Software AG
Designer

Eclipse ベースのグラフィカル開発ツール。

[サービス開
発] パースペク
ティブ

アプリケーション統合を構成するサービスを設計およびテストします。
ユーザは、CentraSite を共有データベースとして使⽤して共同作業できま
す。

[CloudStreams
開発] パースペ
クティブ

SaaS プロバイダ (Salesforce.com など) とオンプレミスアプリケーショ
ン (CRM や ERP など) の間の統合フローを開発および管理します。

webMethods ア
ダプタ

外部リソース (SAP、Siebel、PeopleSoft など) から Software AG 製品に
(またはその逆⽅向に) データを伝達します。

webMethods.io
Integration

Salesforce、Marketo、Amazon Web
Services、Paypal、Github、Cumulocity、CRM、ERP などのアプリケー
ションとサービスを接続するワークフローを開発します。クラウドホスト
型の iPaaS (integration Platform-as-a-Service) です。

EntireX Integration Server で実⾏されるサービスを COBOL または Natural など
の⾔語で書かれた基幹プログラムに簡単に接続できます。

ApplinX 基幹システムアプリケーションを変更することなく、Web アプリケーショ
ンから基幹システムアプリケーションのデータやトランザクションにアク
セスしたり、それらを統合したりすることができます。

ハイブリッド統合のローカル開発とテストのクイックスタート
 

製品 機能

Software AG
Designer

Eclipse ベースのグラフィカル開発ツール。
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製品 機能

[Application
Platform] パー
スペクティブ

独⾃の webMethods API を使⽤せずに、Java でアプリケーションロジックを
開発します。

Local Version
Control
Integration

Eclipse プロジェクトとしてローカルで Integration Server パッケージを開発
します。Software AG Designer から直接、バージョン管理システム (VCS)
に対してパッケージエレメントとサポートされているファイルのチェックイン
およびチェックアウトを⾏います。

Unit Test
Framework

カスタム開発なしにユニットテストを簡単に作成し、開発の全体的な質を向上
させることができます。

ハイブリッド統合の実⾏のクイックスタート

製品 機能

Integration
Server

アプリケーション統合サービスを実⾏します。

Integration
Agent

Integration Server 機能のサブセットを備えた軽量版の Integration
Server。

Universal
Messaging

パブリッシャーからサブスクライバーにアプリケーション統合データを
ルーティングします。

ハイブリッド統合のマイクロサービスのクイックスタート

製品 機能

Microservices
Runtime

関連するサービス、インタフェース、ドキュメントタイプ、およびトピッ
クまたはキューをサブスクライブするトリガーのセットを含むパッケージ
として、またはこの種の関連するパッケージのセットとしてマイクロサー
ビスをホストまたはデリバーします。

ハイブリッド統合の監視のクイックスタート
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製品 機能

Monitor サービスおよびサービスの状態を呼び出したクライアントを表⽰し、サー
ビスとドキュメントの状態を表⽰し、サービスとドキュメントを再サブ
ミットします。

インメモリデータ管理のクイックスタート

製品 説明

Terracotta
BigMemory
Max

アプリケーションで⼤規模なインメモリキャッシュを Java ヒープの外部に作
成し、キャッシュされたデータをネットワーク上の他のアプリケーションと共
有できるようにする分散インメモリデータ記憶領域ソリューション。

Terracotta DB キャッシュと操作可能な記憶領域のユースケースを処理し、トランザクション
と分析の処理を可能にする分散インメモリデータ管理ソリューション。

webMethods
Adapter for
Terracotta DB

Integration Server が Terracotta DB と統合できるようにします。

マスターデータ管理のクイックスタート

製品 機能

OneData 企業のマスターデータ (顧客、トレーディングパートナ、従業員、サプライ
ヤ、製品、マテリアル、アセットに関するデータなど) の整合性確保、クレ
ンジング、同期および格納を⾏います。

企業データ定義、構造、ワークフロー、プロセス、ルールを格納します。

業界標準の ESB または SOA と統合して、運⽤システム、データウェアハウ
ジングシステム、およびレポート作成システムでマスターデータを共有およ
び再利⽤します。

Locate OneData の国際住所を検証します。

Integration
Server

サービスを実⾏して、データの妥当性検査またはエンリッチ化を⾏います。
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製品 機能

Universal
Messaging

バックエンドシステムとの間でデータを取得、展開します。
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分析および意思決定
分析および意思決定とは、KPI (Key Performance Indicator : キーパフォーマンスインジケータ) を監視
および分析し、それをビジネスプロセスおよび⽇常的なアクティビティに結び付けるための⽅法であり、
これによって企業は⼀丸となって明確な業績⽬標へ向かって進むことができます。分析および意思決定によ
り、イベントの検出および収集、データの可視化および分析、ならびに、ルールおよびアラートの定義が可
能になるため、組織の運営や戦略に関する意思決定を改善できます。

ビジネスイベント処理
イベント処理は、ビジネスシステムの新しいテクノロジです。これにより、ビジネスネットワークを流れる
イベントについて継続的でリアルタイムの洞察を得ることができます。元々イベント処理は、⾮常に⼤量の
株式取引のシナリオに使⽤されていましたが、イベント処理が持つエンドツーエンドの可視性、状況認識お
よびビジネスの機敏性を改善する機能により、ビジネスの他の⽅⾯にも拡張されつつあります。

ビジネスイベント処理は、条件、傾向、変化などを⽰すビジネスデータを含むイベントが到着する時点から
開始されます。⼀般的に、イベントは、Twitter フィードからのツイートのような⽣きているデータソース
からのストリームで発⽣します。このストリームは、組織にとって意味のあるイベントを特定して抽出する
ためにリアルタイムで分析されます。

ビジネスイベント処理テクノロジがより主流になるにつれて、ますます多くのビジネスケースに適⽤される
ようになっています。

次の表に、イベント処理のビジネスケースの例を⽰します。

ビジネスケース 例

財務 クレジットカードやデビットカードの不正検出、取引の最適化

物流監視 荷物の追跡、⾞両管理、経路の最適化

製造業 ⽋陥検出、機械の監視、操作の最適化

医療 不正請求検出、患者の監視、安全な運⽤

政府機関 国⼟防衛、システムセキュリティ、不審な活動の監視

ビジネスアクティビティ監視
ビジネスアクティビティ監視 (BAM) により、企業は商品やサービスの提供に使⽤するビジネスプロセスの
パフォーマンスを監視できます。ビジネスの最適化により、企業は監視情報を使⽤してビジネスプロセスを
予防的に管理および最適化できます。
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ビジネスプロセスのデータは、KPI (Key Performance Indicator : キーパフォーマンスインジケータ) に
よって監視されます。KPI とは、企業の重要成功要因を表す定量化可能な測定値です。たとえば、⾃動⾞
ローンの申請プロセスでは、プロセスサイクル時間を監視する KPI を定義できます。KPI は、データを監
視して例外および傾向を特定し、アラートを送信して問題を通知します。

ビジネスアクティビティ監視では、移⾏時間、ステップ時間、各ステップのタスク数など、プロセスの状態
も監視します。

分析および意思決定に関連する製品
分析および意思決定に使⽤する主な製品は、Apama、ARIS Process Performance Manager、MashZone
NextGen、Optimize for Process、Optimize for Infrastructure、Universal Messaging、および
Zementis Predictive Analytics です。

分析および意思決定の例
次の表では、⾃動⾞ローンの申請プロセスを改善するため、銀⾏で実⾏できるアクティビティについて説明
します。

カテゴリ アクティビティ 例

パターンの
検出

継続クエリーを実⾏し、特定さ
れたイベントを検出し、収集しま
す。

Twitter フィードを監視して、あなたの銀
⾏名と「不満」、「遅い」、「悪い」な
どのキーワードを含む否定的なツイート
を検出し、収集します。

データの可
視化

収集したデータをさまざまな形式
で表⽰します。

各苦情のテキスト、苦情が発⽣した場所
の Google マップおよびプロセスサイク
ル時間のグラフ

データのマ
イニング

過去のデータを調べて、以前に同
様の苦情が発⽣しているかどうか
を判断します。

速かったプロセスサイクル時間と遅かっ
たプロセスサイクル時間をそれぞれ集約
し、結果を⽐較します。データをフィル
タ処理して、遅かったプロセスの申請者
の年齢を確認します。

ルート原因
の分析

過去のデータをドリルダウンし
て、問題の原因を確認します。

特定の国に住んでいる 18 歳未満の⼈の
申請書が、書類に保護者の署名が必要な
ため、プロセスを通じて返却されていま
す。

プロセスの
改善

ビジネスプロセスモデルを改善し
ます。

申請書に保護者の署名欄を追加します。
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カテゴリ アクティビティ 例

リアルタイ
ムのベース
ライン、メ
トリクス、
アラートの
定義

KPI (Key Performance
Indicator : キーパフォーマンス
インジケータ) を監視し、データ
が規定外である場合にアラートを
送信するルールを作成します。

プロセスサイクル時間の KPI を設定し、
サイクル時間が標準よりも 1 標準偏差遅
い場合にアラートを送信するルールを作
成します。

イベントの
検出

リアルタイムで複雑なパターンの
検出と分析を⾏います。

カスタマサポートでの最近のやり取りに
基づいて、顧客の不満に対応する推奨ア
クションを判断します。

イベントの
予測

データを分類し、予測を⾏いま
す。

クレジットカードトランザクションが無
効または不正であるかを判断します。

データの可視化

MashZone NextGen
MashZone NextGen は、格納されたデータをエンドユーザにデリバーするために使⽤されるデータマッ
シュアップおよび可視化ツールです。

MashZone NextGen は、折れ線グラフ、グリッド、バブルチャートのようなすでに⽤意されているコン
ポーネントが付属したカスタマイズ可能なダッシュボードを提供します。また、柔軟性が⾼く、応答性
に優れたレイアウトに基づいてカスタムダッシュボードを作成することもできます。さらに、MashZone
NextGen では、複数の⾔語でユーザにダッシュボードを提供する必要がある企業もサポートしま
す。MashZone NextGen では、設計時にダッシュボードの静的内容 (ダッシュボードタイトル、タブ、
ウィジェットラベル、⾒出しなど) を複数の⾔語に翻訳できます。その後、MashZone NextGen では、
ユーザのブラウザ⾔語、ユーザ設定、または URL パラメータに基づいて、適切な⾔語でダッシュボードが
表⽰されます。この機能によって、複数⾔語の MashZone NextGen 展開にかかる保守コストが⼤きく削
減されます。

MashZone NextGen は、ウィジェットの設定を簡単にするため、完全に Web ブラウザベースになって
います。カスタムのウィジェットフレームワークにより、視覚化のオーダーメイドを実現できます。ま
た、MashZone NextGen はジオマッピングウィジェット (つまり、マーカ付き地図やベクトルオーバレイ
付き地図) も提供します。このウィジェットを使⽤すると、緯度と経度、または GeoJSON ファイルによっ
て定義された地域に基づいて、ネイティブマッピングを⾏うことができます。

MashZone NextGen は、Software AG 製品データ (ARIS PPM グラフ、Apama および Digital Event
Services イベントなど) を消費するための直接接続を提供します。MashZone NextGen は Apama イベ
ントを⽣成し、そのイベントを Apama 相関エンジンに送信してさらに処理することができます。

また、MashZone NextGen は、保存データ (JDBC、XML、CSV、JSON、Excel の各ファイ
ル、Terracotta BigMemory、Terracotta DB など) を消費するための直接接続を提供します。Terracotta
BigMemory と Terracotta DB のデータは、可視化する前に、RAQL (Real-Time Analytics Query
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Language) を使⽤して微調整して縮⼩することができます。ダッシュボード内で再使⽤するため、複
雑で⻑時間実⾏されているデータフィードの結果を Terracotta DB に格納でき、MashZone NextGen
から Terracotta DB へ複雑なクエリをプッシュダウンできます。Terracotta DB を使⽤して、複数の
MashZone NextGen サーバ間でデータフィードの結果を共有できます。管理者は⼿動で、または REST
API 呼び出しにより外部でフィードのマテリアル化をトリガーできます。

プロセスデータのマイニングおよびルート原因の分析

ARIS Process Performance Manager
ARIS Process Performance Manager (ARIS PPM とも呼ばれる) はプロセス分析のツールです。
このツールは、ビジネスプロセスの実⾏データおよび監査データを格納しているデータベース、ビ
ジネスプロセスステップによって連絡が取られるトレーディングパートナのデータストア、Oracle
Applications、SAP、Salesforce のようなサードパーティアプリケーションなど、ユーザが指定した様々
なデータソースからデータを引き出します。ARIS PPM を使⽤すると、プロセス、機能および組織の分析
を促進するだけでなく、データ分析を使⽤して、プロセスに依存しないデータを評価できます。

検査 (サイクル時間、頻度、コスト、期限の遵守状況、品質ガイドラインなど) のため、KPI を指定しま
す。ARIS PPM はプロセスマイニングによりビジネスプロセス全体を⾃動的に再構築し、さまざまなプロ
セス表⽰で結果を可視化します。ARIS PPM では、分析結果を明確で詳細に表⽰するため、さまざまな種
類のチャートや表が⽤意されています。ARIS PPM データは、軽量版のダッシュボードなど、さまざまな
ユーザインタフェースで分析できます。下の図は、23 ページの「分析および意思決定の例」に記載され
ている、集約された実⾏が速いプロセスと集約された実⾏が遅いプロセスの⽐較を⽰しています。

ベースライン、メトリクスおよびアラートの定義

Optimize for Process
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Optimize for Process は、ビジネスプロセス、アクティビティ、イベントおよびその他のビジネス関
連データをリアルタイムで監視できるようにする Java アプリケーションです。収集された監視データ
は、Web ブラウザベースの Optimize for Process ユーザインタフェースに表⽰されます。このインタ
フェースでは、ビジネスデータを表⽰および評価でき、問題が発⽣したときにアラートをトリガーするルー
ルを定義できます。

Optimize for Process は、データコレクタを使⽤してビジネスソースおよびその他の Software AG 製
品からデータを収集します。Optimize for Process には、ビジネスアクティビティを測定するのに役⽴
つ KPI (Key Performance Indicator : キーパフォーマンスインジケータ) が付属し、ビジネスプロセス
開発者は、組織のビジネスプロセス向けに重要成功要因を反映するカスタム KPI を開発できます。たと
えば、マージン、収益、顧客満⾜度、在庫状況を監視する KPI を定義できます。実⾏時には、Universal
Messaging が、ビジネスプロセスステップを実⾏する Process Engine から Optimize for Process に
KPI 測定値をルーティングします。

Optimize for Process に、ビジネスプロセスの問題条件を定義するルールを定義できます。たとえば、受
け⼊れることができる在庫状況を指定するルールを定義できます。Optimize for Process は、ルールと
KPI 測定値を⽐較し、監視対象のビジネスプロセスが規定外である場合はアラートを送信します。

Optimize for Process には、MashZone NextGen など、他のシステムで使⽤するためにそのデータベー
スから監視データを抽出できるようにする API およびその他のサービスが⽤意されています。Optimize
for Process によって⽣成されるイベントには、ビジネスプロセスに関連付けられるカスタムのデータが含
まれます。

システムリソースの監視

Optimize for Infrastructure
Optimize for Infrastructure では、システムリソースを監視できます。データを収集し、収集されたデー
タを監視するために KPI を設定する必要がある Software AG 製品を識別します。次に、収集した KPI
測定値を評価し、リソースに問題がある場合にそれを知らせる通知を送信するルールを定義します。また
Optimize for Infrastructure では、⾃動検出された傾向に基づき、発⽣の可能性がある問題について通知
を受けることができ、問題発⽣時に Optimize for Infrastructure で⾃動的に⾏うアクションを定義するこ
とができます。

収集された監視データを表⽰、分析し、違反したルール、規定外のリソース、および Optimize for
Infrastructure が今後、規定外になると予測するリソースを検出できます。全リソースの総合的な概要と
企業全体のパフォーマンスを表⽰し、さまざまな KPI のパフォーマンスを⽐較し、過去の KPI パフォーマ
ンスを分析して、正または負の傾向を特定します。

また Optimize for Infrastructure が備える Java Management Extensions (JMX) 機能を使⽤して、以下
の作業を実⾏できます。

アプリケーション、システムオブジェクト、およびデバイスを監視する。

JMX を実装する Java アプリケーション⽤のシステムレベルメトリクスの動作と傾向を理解するた
め、KPI、ルール、およびアラートを作成する。

CPU の使⽤状況、JVM の統計情報、ガーべジコレクションのアクティビティなど、Integration
Server および Infrastructure Data Collector のパフォーマンスに関連する主要な情報を分析する。



M
Odd Header

分析および意思決定

Software AG 製品について バージョン 10.4 27

リアルタイムでの複雑なパターンの検出と分析

Apama
Apama は、動きの速いイベントストリームを監視し、重要なイベントとイベントのパターンを検出して分
析し、指⽰に従って、関⼼のあるイベントに直ちに対応する、イベント処理プラットフォームです。

関⼼のあるイベントまたはイベントのパターンを指定するカスタムモニタを含む Apama アプリケーショ
ンを開発します。この指定は、論理的にデータベースのクエリーに相当します。モニタを Apama 相関エ
ンジンにロードした後は、受信イベントがモニタを介して流れ、指定されたイベントとパターンについて受
信イベントストリームを監視します。モニタが⼀致するイベントまたはパターンを検出すると、モニタに指
定したルールに従って、イベントまたはパターンを処理します。Apama は、同時に動作する個々のモニタ
を数多くサポートできます。

Apama アプリケーションの開発
Apama では、Apama アプリケーションを開発するための複数の⽅法が利⽤できます。

開発者は、API ⼀式と Apama アーキテクチャ内のテクノロジを利⽤して、⾼度な、カスタマイズさ
れた CEP ソリューションを作成できます。開発者は、Apama ネイティブの EPL (Event Processing
Language) でアプリケーションを直接作成し、Apama の Java および C++ プラグインインタ
フェースでこれらの⾔語で記述されたロジックを使⽤できます。

開発者とビジネスアナリストは、⼤規模な実働環境のエンティティから発⽣するイベントを処理する拡
張可能なアプリケーションを作成できます。Apama クエリーアプリケーションには、垂直⽅向 (同じ
マシン)、⽔平⽅向 (複数のマシンをまたぐ) いずれもの拡張機能が備わっています。複数のマシンに拡
張された展開は、アプリケーションの状態を維持および共有するために Terracotta の分散キャッシュ
のテクノロジを使⽤します。これにより、複数サーバで展開することが容易になり、いくつかのサー
バが保守あるいは障害により停⽌した場合でもアプリケーションの作動を継続することが可能になりま
す。同じ相関エンジンの処理において、イベントのやりとりを両者間で⾏うことで、EPL モニタと並
び Apama クエリーが使⽤される場合もあります。

Apama の Data Player は、Apama で取得されたイベントストリームを使⽤して、アプリケーションの
事前テストを可能にすることにより、EPL アプリケーションの開発/展開サイクルを迅速化します。ユーザ
は、シミュレーションにより展開前に Apama アプリケーションの可能性のある動作を調査でき、また、
既に実働環境にあるこれらのアプリケーションの実際のパフォーマンスを分析できます。ユーザはテストす
るイベントストリームを選択し、使⽤する過去の時間セグメント (たとえば、1 ⽇全体または特定の 30 分
間) を指定できます。ユーザは、実際のライブ速度の数倍まで再⽣速度を加速することも、または遅い速度
で再⽣したり⼀時停⽌したりして、イベント処理操作を慎重に調べることもできます。

Apama と外部データソースとの統合
Apama を任意のイベントデータソース、データベース、メッセージングインフラストラクチャ、またはア
プリケーションに接続できます。これは、次のいくつかの⽅法で実⾏できます。

接続プラグインを実装する。これらは、メッセージ送受信⽤の組み込みおよびユーザ定義の「転送」
と、メッセージ変換⽤の「コーデック」との組み合わせを使⽤して、Apama コリレータの内部で実⾏
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されるアダプタです。Apama には、MQTT、HTTP/S、Kafka、Universal Messaging などのプロト
コルやシステムで使⽤するための、組み込み接続プラグイン転送が含まれています。

Apama 相関エンジンに統合された JMS (Java Message Service) を使⽤してアプリケーションを作
成する。

クライアントアプリケーションを Apama Java、.NET、または C++ API で開発する。

IAF (Integration Application Framework) アダプタを実装する。IAF は、ランタイム呼び出しの
ためにアダプタが接続するサーバコンポーネントです。IAF アダプタでは、外部イベントソースと
Apama の間の双⽅向接続、および、イベントソースのデータ形式と Apama の内部形式の間の XML
ベースのマッピングを可能にします。Apama は、資本市場、インフラストラクチャ、およびデータお
よびメッセージングソースへの接続に対応するさまざまな標準アダプタを提供し、カスタムアダプタを
作成するための API が利⽤できます。

Building Dashboards
Apama では、⾮技術系のユーザが⾼度なダッシュボードを作成するために使⽤できる、Dashboard
Builder と呼ばれるビジュアルな設計および展開環境が利⽤できます。このダッシュボードから、ユーザは
Apama のデータビューを開始、停⽌、パラメータ化、および監視できます。Dashboard Builder では、
幅広いビジュアルオブジェクトおよびドラッグアンドドロップテクノロジが利⽤できます。EPL で記述さ
れたアプリケーションの場合、ユーザはデータビューを作成し、Dashboard Builder を使⽤して、データ
ビューからダッシュボードを作成できます。

MashZone NextGen を使⽤して、Apama データビューのためのダッシュボードを作成できます。

予測

Zementis Predictive Analytics
Zementis Predictive Analytics により、機械学習ツールやデータマイニングツールによって構築された予
測モデルを実⾏して、リアルタイムの予測が⾏えます。予測アルゴリズムは、データをカテゴリ (低⽔位、
⾼⽔位など) に分類し、回帰を実⾏して今後の値を予測します。これらの分類と予測を処理し、警告の提⽰
や⾃動化プロセスの開始などの⽬的で、イベントとして他の Software AG 製品へ送信できます。

Zementis Predictive Analytics のオープンかつ標準ベースのアプローチは PMML (Predictive Modeling
Markup Language) を活⽤し、主なサードパーティやオープンソースのあらゆるモデリングプラット
フォームで作成されたモデルを実⾏します。実⾏エンジンは極めて⾼パフォーマンスで、新しいデータが⼊
り次第新しい予測を⽣成します。
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API 管理
API 管理は、組織がセキュアな環境で API (Application Programming Interface) を作成、管理、パブ
リッシュするシステムです。API 管理では⼀般に、以下の処理を実⾏します。

レジストリで API を保持します。

API のライフサイクルを管理します。

ネットワーク経由で企業内外のコンシューマに API を安全に公開します。

API のマニュアルを、開発者ポータルを通じて開発者に公開します。

分析⽤に使⽤データを収集します。

API のプロバイダは、通常、仲介レイヤ経由で API を使⽤可能にします。仲介レイヤが提供する抽象レイ
ヤにより、クライアントアプリケーションは、API に関する特定の詳細や開発時に使⽤された⾔語、テク
ノロジまたはプラットフォームを認識する必要がなくなります。開発者やトレーディングパートナなどの
API コンシューマは、API を使⽤して、ビジネス/モバイルアプリケーションを迅速かつ容易に作成できま
す。

API の公開およびコンシューム
エンドユーザ⽤に API を公開するために使⽤する製品は API Portal です。

API Portal
API Portal は、開発者コミュニティが組織の API を⾒つけ、学び、議論し、テストできるような包括的な
ソリューションを提供します。API Portal は、組織内外の開発者に API ドキュメントを公開するだけでな
く、開発者のオンボーディングプロセスも管理し、公開された API を開発者が新しいクリエイティブな⽤
途で使⽤できるようにします。

開発者は、Software AG Designer などのデザインツールを使⽤して API を作成し、CentraSite レジス
トリに登録し (下記参照)、API Portal API Gallery で公開します。API Portal は、SOAP ベースと REST
ベースの両⽅の API をサポートする Web ベースのセルフサービスポータルです。

プロバイダはロゴ、スキン、企業カラー、フォントなどを使⽤して API Portal をブランド化したり、ポー
タルのランディングページ、API Gallery および API 詳細ページのレイアウトを変更したり、ポータルの
プライバシーおよび利⽤条件をカスタマイズしたりすることができます。API Portal で表⽰される統計情
報により、プロバイダは訪問者の訪問元、最も関⼼の⾼いページおよび最もよく使⽤されている API を把
握できるため、これを元にポータルエクスペリエンスを向上させ、API の採⽤機会を増やすことができま
す。

また、API Portal は、プロバイダが外部ソリューションとの拡張ポイントとして使⽤できるように、パブ
リック API を提供しています。API により、プロバイダは次の操作を⾏えます。

API を API Portal でパブリッシュする。この機能は、REST API と SOAP API の両⽅をサポートし、
新規 API に REST を採⽤する⼀⽅で、SOAP ベースの API への現在の投資も活⽤できます。
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固有の API のプロバイダとして登録し、API へのアクセス要求があった場合に API Portal が呼び出せ
るように、URL を登録する。

保留中の API アクセス要求について API Portal にクエリーを実⾏する。

承認、拒否、更新、または取り消しする必要があるアクセストークンに関する情報を API Portal に送
信する。

API コンシューマは、API Gallery を使⽤するか、単純なキーワード検索を実⾏することで、必要な API
をすばやく⾒つけることができます。API Portal は、予期されるエラーコード/リターンコードと説明を含
むコードサンプルが⽤意されているため、コンシューマは早いうちに API や、API のランタイムデータと
グラフを表⽰するダッシュボードを簡単に試すことができます。

API Portal の共同コミュニティ環境を使⽤すると、プロバイダは API に関する情報を提供でき、コン
シューマは API を評価し、API の更新をフォローしたりフォローを解除したり、他の開発者とのディス
カッションに参加できます。また、ユーザは API Portal にパブリッシュされた API を使⽤して構築された
アプリケーションのアップロード、説明、および昇格を⾏うことができ、登録されたアプリケーションを特
定のユーザまたはチームのリストと共有することもできます。

API Portal は、オンプレミス製品としてだけでなく、API Cloud と呼ばれるホストされたソリューション
としてクラウドで利⽤可能です。

API 管理システムの管理および保護
API 管理システムの管理と保護に使⽤する主な製品は、API Gateway、CentraSite、および
Microgateway です。
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API Gateway
API Gateway は、Web 上およびモバイルや IoT アプリケーションで使⽤するために、API をコンシュー
マ、サードパーティの開発者、およびその他のパートナに安全に公開できます。プロバイダは以下の作業を
実⾏できます。

API を作成し、それらを API Portal にパブリッシュします。

実際の API が存在するか完了する前に、モックされた API 実装をコンシューマに公開します。

API ポリシーを定義します。ポリシーには、データマスキング、要求と応答の変換、CORS (Cross-
Origin Resource Sharing: クロスオリジンリソース共有) を含めることができます。

API のセットをパッケージにバンドルし、パッケージに対するサービス規約の価格と品質を定義する
1 つまたは複数のプランを提供し、さらに API Portal でパッケージおよびプランをパブリッシュする
ことにより、API のセットを収益化します。コンシューマは、API パッケージをサブスクライブし、
パッケージ内の API にアクセスするためのサブスクリプションの際に、API Portal が発⾏したアクセ
ストークンを使⽤できます。マネタイゼーションで使⽤するサービスプランを定義する場合、プロバ
イダはレートの上限と割り当ての上限を個別に定義できます。割り当ての上限については、プロバイダ
は、指定した上限に近いコンシューマに対して警告し、その上限に実際に達したコンシューマはブロッ
クできます。

メモ: API Portal は、プロバイダが API パッケージや他のソースからのプランをパブリッシュするた
めに使⽤できるパブリック API も提供しています。

REST API 記述⼦を Software AG Designer から API Gateway にパブリッシュします。

アプリケーションの作成または更新、アプリケーションの API への登録、および API パッケージへの
サブスクリプションの管理のため、承認ワークフローを設定します。

ゲートウェイイベントや API イベントに関する情報と、個々の API の⼈気に関する情報を収集しま
す。API Portal は、ダッシュボード形式でこの情報を表⽰します。

SOAP および REST API をバージョン管理します。CentraSite は、仮想サービスのバージョン管理、
および API Portal への個別バージョンのパブリッシュが可能です。API Gateway は実⾏時に同じ仮
想サービスの複数バージョンをホスティングし、要求を適切なバージョンに⾃動的にルーティングでき
ます。

他の API Gateway に接続情報を提供して、ステージ (DEV、TEST、PROD など) を定義します。プ
ロバイダは、プロモーションセットを定義し、ステージ間でプロモーションを実⾏できます。また、必
要に応じて、以前実⾏したプロモーションをロールバックできます。

API Gateway は、以下の処理を⾏います。

コンシューマアプリケーションからの要求およびコンシューマアプリケーションへの応答が、定義した
ポリシーに準拠していることを確認します。

定義した変換ステップの指⽰に従って、コンシューマアプリケーションからの要求およびコンシューマ
アプリケーションへの応答を変換します。

コンシューマアプリケーションと API プロバイダとの間を仲介します。API Gateway は、コン
シューマアプリケーションから要求を受信し、バックエンドサービスにその要求を転送します。これ
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は、Integration Server 上のこともあれば、サービスが実⾏される他のシステムの場合もあります。
その後、プロバイダからの応答をコンシューマアプリケーションに返します。

要求のコンテキストまたは内容を使⽤して、コンシューマからの要求を別のサービスエンドポイントに
ルーティングしたり、要求の負荷分散を⾏ったりできます。

着信および発信で HTTP および JMS/AMQP 間のプロトコルブリッジを有効にすることで、イベント
を有効にする同期 API を許可します。

⾮同期 API をサポートします。ネイティブサービスが⾮同期に実装された場合、API Gateway はサー
ビスの呼び出しを受信し、提供されたコールバック URL を使⽤して応答を返します。

API、承認、アプリケーション、エイリアス、アクセスプロファイル、分析、グループ、ポリシー、
パッケージ、プラン、プロモーション、ユーザ管理などの機能モジュールに監査ログ機能を提供しま
す。

バックエンドサービス URL の検出、API エンドポイントのパブリッシュなどのランタイムサービスレ
ジストリをサポートします。API Gateway には Consul および Eureka の設定が⽤意されています。

マッシュアップ API をサポートします。マッシュアップ API を使⽤すると、複数の API を 1 つの
API として公開できます。マッシュアップ API は順次呼び出されるチェーンとして、または API 構成
として設定できます。1 つのマッシュアップ⼿順の⼀部として複数の API を並列に呼び出して、次の
⼿順に渡される応答を集約することができます。同様に、任意のマッシュアップ⼿順の応答を集約し
て、単⼀の出⼒としてクライアントに送信することができます。

API 管理システムでは、1 つの API Gateway は内部ファイアウォールの内側にあり、DMZ を介して外部
クライアントと直接対話することが許可されていません。代わりに、別の API Gateway は外部クライアン
トと内部 API Gateway との媒介として機能します。API Gateway はこれらの製品とそのアプリケーショ
ン、サービスおよびデータを、外部クライアントアプリケーションによる悪意のある攻撃から保護します。
管理者は、以下の⽅法で、API コンシューマの要求の間のトラフィック、および API Gateway でのサービ
スの実⾏を保護できます。

指定した IP アドレスからの要求のフィルタリングおよびその IP アドレスのブラックリスト登録。

モバイルデバイスからの要求の検出およびフィルタリング。

受信ファイアウォールの⽳の追加の防⽌。

API Gateway 内でカスタム処理 (認証と承認など) を実⾏するフローサービスを呼び出すカスタム
ルールの定義。

同時にアクティブにすることができる複数の承認サーバの設定。

API Gateway は、Docker コンテナおよび Kubernetes 環境内で実⾏できます。API Gateway コンテナ
が稼働中で要求を処理する準備ができていることを確認するために、/health エンドポイントの下で稼働
チェックおよび準備状態チェックを実⾏できます。また、Prometheus メトリクスを集めて API Gateway
ポッドを監視することができます。API Gateway は、/metrics エンドポイントで必要なメトリクスを収集
するために、Microservices Runtime サポートを使⽤します。

CentraSite
CentraSite は、API Gateway を使⽤する API 設計と API ライフサイクルガバナンスをサポートする
インフラストラクチャを提供する標準ベースのレジストリおよびリポジトリです。API プロバイダは
CentraSite から API、アプリケーション、およびエイリアスをパブリッシュし、API Gateway インスタ
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ンス間で API の昇格をトリガーし、API Gateway でランタイムポリシーの施⾏を管理することができま
す。CentraSite は、ライフサイクルモデルの作成および変更に使⽤できるグラフィカルツールを提供しま
す。

CentraSite により、レジストリへの新規アセットの受け⼊れやレジストリ内の既存アセットの変更といっ
た設計時イベントは、ポリシーによって管理できます。たとえば、カタログにサブミットされた新規 API
は、指定された⼈の承認を受ける必要があるというポリシーを定義できます。確認および承認プロセスの定
義、品質保証テストの実⾏および新規 API が追加された場合や既存の API が変更される場合の通知の発⾏
にもポリシーを使⽤できます。CentraSite は、SOAP、REST API 、およびリポジトリの全アセットのバー
ジョン管理をフルサポートします。

CentraSite を使⽤すると、レジストリ内の API の使⽤⽅法を制御するセキュリティポリシー、監査ログ
ポリシー、SLA 監視ポリシーおよびルーティングポリシーを定義できます。ポリシーには、クライアント
アプリケーションによって API が要求されたときに、仲介レイヤが実⾏するアクションが指定されていま
す。たとえば、API への不正アクセスを防⽌するアクション、要求を適切な API にルーティングするアク
ション、イベントをログシステムに記録するアクション、パフォーマンス属性を監視して指定のしきい値を
超えたときにアラートを送信するアクションなどがあります。

Microgateway
API Gateway はマイクロサービスランドスケープの管理と監視に必要です。ただし、マイクロサービス間
の通信量によっては、そのような環境で API Gateway のネットワークの遅延やセキュリティ上の問題が発
⽣することがあります。したがって、マイクロサービスアーキテクチャパターンによって、API Gateway
を補完し、ボトルネックを避けるための軽量なゲートウェイが必要になりました。

Microgateway は、マイクロサービスが API Gateway を介さずに互いに直接通信できるようにする軽量
なゲートウェイです。Microgateway は独⽴した製品であり、迅速かつ⾼速です。Microgateway は API
Gateway で動作します。あるいは、分散環境でマイクロサービスへの API アクセスを制御するためのス
タンドアロンソリューションとして機能します。また、Microgateway は独⽴展開およびサイドカー展
開を提供するサービスメッシュアーキテクチャをサポートします。API Gateway には、登録されている
Microgateway のグループとそれらの Microgateway に関する詳細を表⽰する専⽤の画⾯が備わっていま
す。

Microgateway は、認証、トラフィック監視、およびトラフィック管理を実⾏するポリシーを適⽤しま
す。Microgateway に保護ポリシーを適⽤することで、マイクロサービス間のセキュアな通信チャネルを
確⽴できます。Microgateway は、API スコープおよびリソースレベルやメソッドレベルのポリシーの適
⽤をサポートしています。

Microgateway は、API Gateway から API、アプリケーション、ポリシーなどのアセット、および SSL、
障害設定などの管理設定をプルし、API の要求と応答の監視中に収集したランタイム分析情報を API
Gateway にプッシュします。

Microgateway には、独⽴展開およびサイドカー展開の Docker イメージを⽣成するためのオプション
を含む、⾃⼰完結型の Java アプリケーションが付属しています。Microgateway Docker のサポートに
より、環境変数を使⽤して Docker イメージを動的に設定し、/health エンドポイント上で健全性チェッ
クを⾏い、Microservices Runtime に特化したサポートを含むサイドカー展開をサポートします。ま
た、Microgateway は Kubernetes のサポートも提供しています。これには、健全性チェックと準備状態
チェック (/health エンドポイント) および Prometheus メトリクス (/metrics エンドポイント) が含まれ
ます。
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API 管理システムの監視および管理
API 管理システムの監視および管理に使⽤する製品は、Insight Server です。

Insight Server
Insight Server は、API 管理システムの監視および管理ツールであり、以下を⾏うことができます。

頻繁に変化する複雑なネットワークの相互依存性を把握します。

問題のルート原因を迅速に特定および分離することにより、ネットワークに問題の影響が広がることを
防⽌します。

計画された変更の影響を予測および準備することにより、中断することなくパブリッシュできるように
します。

カスタムプログラミングを必要とすることなく、パフォーマンスの監視および SLA の適⽤を⾏うポリ
シーを作成および適⽤します。

サービス群から離れていて管理されていない API を消費されたときに検出し、⾃動的に CentraSite
に登録してガバナンス制御下に置きます。

Insight Agent は、Integration Server などの Web サービスをホスティングするネットワーク上のアプリ
ケーションサーバで継続的に実⾏され、アプリケーションサーバからサービストラフィックに関するデー
タを収集します。内向きおよび外向きの Web サービス呼び出しを検出して記録し、Insight Server に報
告します。また、レポート作成およびダッシュボード作成⽤にランタイム統計情報も収集、評価および保存
します。ユーザは、エージェントにランタイム統計情報を CentraSite にパブリッシュさせることもできま
す。Insight Agent はラインタイムフローに影響せず、クライアントおよびサーバはその存在を認識しませ
ん。

Insight Server は、Insight Agent からデータを受信し、データを関連付け、分析して以下の情報を特定
するセントラルエンジンです。

論理スレッド。エージェントが各呼び出しを検査するため、Insight Server は論理スレッドを正確か
つ明確に特定できます。アプリケーションプラットフォーム全体で、Insight Server はサービス呼び
出しを追跡し、完全なトランザクションビューと関連付けます。

サービスの失敗のルート原因。1 つのノードでの失敗は通常、サービス呼び出しの上流パスに依存して
います。

メッセージが費やした時間、送信されたデータ量、そして何らかのエラーがあった場合はそのエラーが
各ノードから返されます。この情報はスループットのボトルネックを検出するために使⽤されます。

Insight Server は、この情報をネットワーク管理者が使⽤できるようにします。

クラウドでの API 管理
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API Cloud は、API を安全に管理し、開発者やパートナコミュニティへの公開が容易に⾏える API
Management-as-a-Service (MaaS) プラットフォームです。API Cloud では、以下を⾏うことができま
す。

開発コラボレーション。API Cloud では、開発者が API を検出、テスト、サインアップし、REST
API および SOAP API をパブリッシュする場所を提供します。API プロバイダおよびプロダクトマ
ネージャは、コンシューマと共同作業を⾏えます。開発者ポータルは、提供する API の対外的機能で
す。ここで、開発者とパートナのネットワークを構築して、発展させることができます。

セキュリティ。API Cloud のゲートウェイは、API を不正ユーザや悪意のあるユーザから保護する⼀
⽅で、API にアクセスするユーザについて、完全な制御と可視性を提供します。組み込み承認プロセ
スワークフローにより、サードパーティのアクセス要求を管理し、安全で信頼姓の⾼いアクセス管理を
確実にします。

ライフサイクルモデルおよびバージョン管理。すべての API が各⾃のライフサイクルを通して動作す
るように、標準とプラクティスが確実に守られるようにします。組み込みのバージョン管理機能を使⽤
して、API バージョンの定義と追跡ができます。複数バージョンの共存が可能で、古いバージョンは
時間とともにリタイアできます。

ポリシー管理。実⾏時に API に適⽤するポリシーの設計および設定を⾏います。ポリシーは複数の
API に同時に適⽤でき、命名パターンや分類や組織によって動的に範囲を指定できるため、変更を⾏
う際に時間を節約できます。

マネタイゼーション。API Cloud は、API プランとパッケージ製品を作成できるツールを提供しま
す。

分析およびレポート作成。API Cloud は使⽤状況を追跡して、統計とダッシュボードを表⽰します。
ここで、API サービス契約が満たされているかを確認し、API へのアクセスおよび使⽤状況に対する
理解を確認します。
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B2B 統合
B2B という⽤語は、企業と消費者の間ではなく企業間の電⼦的なトランザクションを表しています。電⼦
トランザクションに関わる企業はトレーディングパートナと呼ばれ、⼩売業者、製造業者、サプライヤ、市
場などがこれに該当します。

トレーディングパートナ間のトランザクションには通常、⾃動プロセスを使⽤したビジネスドキュメント
の交換が伴います。B2B 統合ネットワーク(トレーディングネットワーク) は、相互に合意したビジネスド
キュメントタイプを電⼦的に交換してビジネスを⾏う⼀連のトレーディングパートナで構成されます。たと
えば、トレーディングネットワークにコンピュータの⼩売業者と製造業者およびコンピュータ部品のサプラ
イヤが含まれているとします。⼩売業者が製造業者に注⽂書を送信すると、製造業者は受注確認、出荷通知
書および請求書を返信します。同様に、製造業者は部品のサプライヤに注⽂書を送信します。

⼀部の業界では、ビジネスドキュメントを交換するための B2B 標準が確⽴されています。たとえば、多く
の製造企業は EDI メッセージング標準を使⽤して電⼦的にビジネスを⾏っています。⼀般に、B2B 標準で
はトレーディングパートナが交換に使⽤するビジネスドキュメントタイプおよび転送プロトコルが定義さ
れ、ドキュメント交換ルールが指定されています。

B2B には、⼀元化されたシステムにおいて保護された内部および外部データ転送を確保するプロセスであ
る、ファイル転送管理 (MFT) が含まれることがあります。MFT を使⽤すると、ポリシー、パートナおよび
権限に基づいて⾃動化できる、信頼性の⾼いセキュアなデータ転送を利⽤できます。また、リアルタイム監
視、エラーおよび受領ログ、監査、データ追跡など、転送プロセスのすべてのステージでの洞察と制御も可
能です。ほとんどの MFT ソリューションには、以下の重要なコンポーネントが含まれます。

ファイアウォールの内側で MFT のやりとりを実⾏し、すべての通信およびセキュリティプロトコルを
サポートする MFT サーバ。

DMZ (Demilitarized Zone) で動作し、ファイル送信者および受信者の IP アドレスおよびポートを保
護するプロキシ/逆プロキシ。

ユーザとアプリケーションの両⽅がファイル転送を管理、レポート、スケジュールおよびスクリプト化
できるようにするクライアント。

サードパーティアプリケーションが MFT サーバと対話および通信するために使⽤する API。
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トレーディングネットワークの構築、管理および監視
トレーディングネットワークの構築、管理および監視に使⽤する主な製品は、Trading
Networks、eStandards モジュール、Optimize for B2B、および B2B Cloud です。

Trading Networks
Trading Networks を使⽤すると、トレーディングパートナのピアツーピアネットワークまたはハブアンド
スポークネットワークを構築および管理できます。Trading Networks を使⽤すると、トレーディングパー
トナは XML 形式および構造化フラットファイル形式でビジネスドキュメントを交換できます。

Trading Networks は、トレーディングパートナの定義およびリンクに必要なエレメントを作成する Web
ブラウザベースのユーザインタフェースを提供します。下の図は、このユーザインタフェースにおけるパー
トナプロファイルの定義を⽰しています。

次の表では、トレーディングパートナの定義とリンクに必要な要素について説明します。

要素 ⽬的

トレーディング
パートナ定義

トレーディングパートナを定義および管理します。
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要素 ⽬的

ビジネスドキュ
メントタイプ

トレーディングパートナが交換するビジネスドキュメントを定義します。ビ
ジネスドキュメントタイプにより、EDI、RosettaNet、cXML、CBL、OAG
ドキュメントなどの業界標準ドキュメントやカスタムビジネスドキュメント
を定義できます。

処理ルール ビジネスドキュメントの処理⽅法を定義します。たとえば、トレーディング
パートナから受信した注⽂書の処理ルールでは、送信者の署名を確認して注
⽂書を受注管理システムにサブミットします。

メモ: Trading Networks ユーザインタフェースで定義できる処理よりも複雑な
処理が必要な場合は、処理ルールに加えて、または処理ルールの代わりに使⽤
するビジネスプロセスを Designer で設計できます。

TPA (Trading
Partner
Agreement :
トレーディン
グパートナアグ
リーメント)

トレーディングパートナ間でドキュメントを交換する⽅法をカスタマイズし
ます。たとえば、企業とそのトレーディングパートナが TPA を使⽤して、
すべてのビジネスドキュメントに含めるカスタム ID フィールドを指定しま
す。

Trading Networks には、登録アンケートを簡単に作成できるようにするテンプレートが⽤意されていま
す。パートナは、招待⽤の電⼦メールに返信するか、セルフサービスポータルにアクセスすることにより、
登録キャンペーンに回答できます。Trading Networks の管理者は、回答のないパートナに送信する通知電
⼦メールを簡単に作成できます。

また、Trading Networks は、Integration Server 上で実⾏されるコンポーネントも含まれ、トレーディ
ングパートナ間のビジネスドキュメントの交換を管理します。Trading Networks はドキュメントを受信す
ると、そのドキュメントタイプの処理ルールに従ってドキュメントを処理します。

Trading Networks には、パートナへのドキュメントデリバーを⼀時停⽌する、柔軟なスケジュールベース
の機能があります。管理者は、計画されたパートナの停⽌に対応するために、ドキュメントデリバーの⼀時
停⽌を必要に応じて積極的にスケジュールできます。

Trading Networks は API Gateway で使⽤可能な API を選択的に公開します。管理者は、トレーディン
グパートナに許可されるアクセスを管理し、API 呼び出しの表⽰および監視を⾏うことができます。

eStandards モジュール
Software AG は、さまざまな業界の B2B 標準をサポートしています。このサポートは、Integration
Server で実⾏され、通常は Trading Networks を必要とする eStandards モジュールの形で提供されま
す。各 eStandards モジュールは、業界標準または独⾃の転送プロトコルを定義し、B2B 標準のビジネス
ドキュメントタイプを提供し、その標準のドキュメント交換ルールを指定しています。Integration Server
は、eStandards モジュールのビジネスドキュメントタイプに⼀致するドキュメントを受信すると、そのモ
ジュールで指定されたドキュメント交換ルールに従ってドキュメントを処理します。

次の表に、Software AG がさまざまな業界に対して提供する eStandards モジュールを⽰します。
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業界 eStandards モジュール

製造業 RosettaNet、Chem、PIDX、papiNet

財務サービス SWIFT、ACH、FIX

⼀般消費財と⼩売向け 1SYNC、ebXML

医療 HIPAA、HL7

e-コマース EDI、EDIINT、AS4

Optimize for B2B
Optimize for B2B を使⽤すると、ビジネス管理者は Trading Networks トランザクションをリアルタイム
で監視できます。Optimize for B2B を使⽤して以下を⾏います。

監視するビジネスドキュメントタイプおよび属性を識別します。

トランザクションについて監視する KPI を定義します。

トランザクションおよびトレーディングパートナとのデータ交換に関連するその他のデータを監視しま
す。

さまざまな KPI のパフォーマンスを⽐較し、過去の KPI パフォーマンスを分析して、正または負の傾
向を特定します。

B2B 分析
Trading Networks には、Trading Networks パートナトランザクションに対してターゲットを定めた深い
分析を実⾏するためのさまざまなチャートおよびダッシュボードが⽤意されています。

いくつかのチャートおよびダッシュボードには、ビジネスアクティビティに基づき最上層および最下層の
パートナを⽰す現在のトランザクション量傾向のスナップショットが表⽰されます。チャートにドリルダ
ウンして、基礎的なデータをさらに詳細に洞察することができます。これらのあらゆるチャートおよびダッ
シュボードにあるデータを CSV ファイルにエクスポートできます。

すべてのパートナを表⽰、あるいはパートナ別に表⽰して、さまざまな種類のメトリクスをモニタするダッ
シュボードとチャートもあります。メトリクスには、トランザクション量傾向、注⽂額に基づく合計量傾
向、請求額のほか、遅延機能確認応答 (FA) 違反、成功した取引と失敗したトランザクションの割合などが
含まれます。チャートに表⽰された情報をフィルタで絞り込み、⼀部のパートナ (最上層、最下層など) に
焦点を当てることもできます。

B2B Cloud
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B2B Cloud はクラウドでホストされる SaaS (Software-as-a-Service) 製品です。B2B Cloud によって、
ハードウェアの投資、保守、またはアップグレードなしに、顧客、販売業者、およびトレーディングパート
ナと、注⽂書、請求書、出荷通知書などのビジネスドキュメントを電⼦的に安全に送信できるようになりま
す。リアルタイムの電⼦ドキュメント交換は EDI (ANSI X 12) によってサポートされ、AS2 および HTTP
転送プロトコルを使⽤します。B2B Cloud では、以下の作業を実⾏できます。

あらゆるサイズのトレーディングパートナを数分間で登録する。

クラウドでビジネスドキュメントを簡単に交換する。

連絡先など、重要なパートナの詳細情報を集中管理する。

⾼速処理のため、バックエンドシステムと直接 B2B ドキュメントを統合する。

任意の数のドキュメントを送信し、任意の数のパートナに接続していく。

ファイル転送管理
トレーディングネットワークでのビジネスドキュメントの転送を管理するために使⽤する製品
は、ActiveTransfer および ActiveTransfer Agent です。

ActiveTransfer
ActiveTransfer には、Web ブラウザベースのユーザインタフェースが⽤意されており、これを使⽤する
と、管理者は、ファイル転送、サーバおよびユーザを管理したり、ファイル転送の監査ログを参照および
検索したり、メトリクス、⽐較、ファイルアップロードおよびファイルダウンロードアクティビティを⽰す
分析を調べたりすることができます。このインタフェースを使⽤すると、指定した条件に基づいてトリガー
されるアクションを設定することもできます。たとえば、ファイル転送が成功した場合に特定の Trading
Networks サービスを実⾏するアクションを設定できます。ActiveTransfer には、ActiveTransfer Server
との間でファイルをアップロードおよびダウンロードする必要があるエンドユーザのための Web クライア
ントも⽤意されています。

ActiveTransfer Server は、ファイアウォールの内側に存在し、ファイル転送を実⾏しま
す。ActiveTransfer Gateway は、セキュアなファイル転送を実現するためのインターネットと内部
ActiveTransfer Server との媒介として機能する逆プロキシサーバであり、ファイルアップロードのウィル
ススキャンをサポートします。ActiveTransfer Server ではファイルとダウンロードの暗号化と復号化をサ
ポートしています。たとえば、ファイルはアップロード時に復号化できます。その後、異なるキーセット
を使⽤して暗号化されたファイルシステムに保存できます。ActiveTransfer Gateway を介して、セキュリ
ティを損なうことなく外部ユーザとファイル共有ができます。さらに、アップロード、ダウンロード、名前
の変更、削除、フォルダの作成、フォルダの削除など、共有ファイルで⾏えるアクションの範囲を制限する
ために、外部ユーザに対して細かくアクセスレベルを設定できます。

ActiveTransfer は、Trading Networks と緊密に統合されているため、2 つの製品間を⾏き来するファ
イルの管理や監視が容易に⾏えます。ActiveTransfer を Trading Networks のデリバー⽅法として使
⽤し、ActiveTransfer がファイルを転送する先のリモートエンドポイントを指定できます。Trading
Networks ユーザインタフェースで ActiveTransfer によりデリバーされたドキュメントを監視できます。

ActiveTransfer Support パッケージは、Integration Server 上で実⾏され、ファイルトランザクションを
監視したり、ActiveTransfer Server、ActiveTransfer Gateway、ユーザ、後処理イベント、スケジュール
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されているアクション、データファイルおよびフォルダを管理したりするための機能を提供します。この機
能を呼び出すには、ActiveTransfer のユーザインタフェースを使⽤します。

ActiveTransfer は、ファイル転送に仮想フォルダを使⽤します。ユーザは、これらの仮想フォルダをパー
トナ名で整理でき、ActiveTransfer ユーザをパートナに関連付けることができます。Trading Networks
で ActiveTransfer を使⽤している場合は、ActiveTransfer Server によって Trading Networks からパー
トナのリストが取得されます。Trading Networks で ActiveTransfer を使⽤していない場合は、独⾃の
パートナを定義できます。

ファイル転送に必要となるリモートエンドポイントのダイレクト IP アドレスを使⽤することなく、スケ
ジュールされたイベントおよび後処理イベントについて、仮想フォルダの定義を利⽤できます。このよう
に、仮想フォルダを通じて、すべてのエンドポイントを⼀元管理することが可能です。エンドポイントのア
ドレスが変更された場合は、仮想フォルダの定義を⼀度編集するだけで、エンドポイントにアクセスするす
べてのイベントに変更内容が⾃動的に反映されます。

ActiveTransfer は、Common Internet File System (CIFS)、HTTP、HTTPS、FTP、FTPS (SSL)、サー
バメッセージブロック (SMB)、SFTP (SSH)、SCP、WebDAV および WebDAV のプロトコルをサポート
し、完全なデータセキュリティ、ならびに、SSL および統合された PGP など、最も厳しい暗号化標準をサ
ポートしています。ActiveTransfer では、ネットワークの待ち時間や距離に関係なくサーバの帯域幅を最
⼤容量まで使⽤する⾼速ファイル転送が可能です。

ActiveTransfer Agent
ActiveTransfer Agent はリモートシステムにインストールするコンポーネントです。このコンポーネント
は、リモートシステムと、ActiveTransfer Server をホストしているセントラルハブとの間でファイルの転
送を可能にします。ファイルのアップロードでは、ActiveTransfer Agent がファイルシステムからファイ
ルにアクセスし、リモートサーバに接続してファイルをフェッチできます。ActiveTransfer Agent は、組
織のファイアウォールの内側、または外側にあるリモートシステムにインストールできます。

セントラル ActiveTransfer Server は ActiveTransfer Agent を管理し、監視します。ま
た、ActiveTransfer Server は 1 つまたは複数のエージェントに直接プッシュするイベントを介して、
ファイル転送に関連するすべての設定を管理します。イベント定義には、ソースまたは宛先のファイル名の
変更、元のファイルの削除、ファイルの圧縮、転送中ファイルの整合性を維持するためのチェックサムの確
認など、さまざまな機能のオプションが含まれます。あるイベントに対して同じファイル転送の特性を持つ
エージェントをグループ化し、それらのエージェント全体にイベントを適⽤することで、セットアップをさ
らに簡略化できます。また、ActiveTransfer Server は、認証、ファイル転送操作、各アクションの状態な
ど、1 つのエージェントが関係するファイル転送関連のすべてのアクティビティを追跡します。

ActiveTransfer Agent は、ActiveTransfer Server および ActiveTransfer Agent 間のエージェント通信
の証明書ベースの認証をサポートします。Command Central を使⽤して、こうした証明書をエージェン
トマシンにプッシュします。

ActiveTransfer Agent はイベントの失敗の場合のエラー処理をサポートします。エラー処理メカニズム
には、ActiveTransfer Server におけるイベントの実⾏、電⼦メール通知の送信、および Integration
Server サービスの実⾏が含まれます。
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ビジネストランスフォーメーション

ビジネスプロセスの設計
企業の⼿順を熟知した専⾨家が、ビジネスプロセスの設計図となるビジネスプロセスモデルを作成します。
このようなビジネスプロセス設計者は、ビジネスプロセスのステップを定義し、ステップの順序と、各ス
テップが実⾏される条件を指定します。

ビジネスプロセス設計者がビジネスプロセスモデルを作成するために使⽤する製品は、ARIS Connect、お
よび ARIS Designer または ARIS Architect です。ARIS 製品はグラフィカルな表現ツールを幅広く提供
しており、設計者はこれを使⽤することにより、基礎を成すテクノロジの開発に関わることなくビジネスプ
ロセスの概略設計に専念できます。

ARIS Connect、ARIS Designer、および ARIS Architect
ARIS Connect は HTML5 テクノロジを基盤とする設計ツールであり、ビジネスプロセス設計者によるビ
ジネスプロセスモデルの設計、および任意の共同作業を可能にします。

ARIS Designer は、ビジネスアナリストやプロセス所有者がさらに複雑なビジネスプロセスモデルを設
計、分析するのを可能にする Java クライアントです。ARIS Designer は ARIS Connect よりも豊富な機
能性を備えており、たとえばビジネスプロセスのボトルネックを特定する分析を実⾏できます。

ARIS Architect は、データベースや機能的な ARIS アプリケーション管理をはじめとする、管理機能を備
えた ARIS Designer です。

下の図は、ARIS Designer におけるビジネスプロセスモデルを⽰しています。
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ビジネスプロセスモデルはセントラルサーバに格納され、ARIS Connect、ARIS Designer、ARIS
Architect のすべてのユーザがこのセントラルサーバに接続します。ARIS Architect ユーザが指定する設
定もセントラルサーバに格納され、ARIS Connect、ARIS Designer、ARIS Architect のすべてのクライ
アントに反映されます。

ビジネスプロセスモデルが設計されると、ARIS ユーザは以下を実⾏できるようになります。

ARIS Connect ユーザは、社内の他のユーザに向けてモデルをパブリッシュできます。Web ブラウザ
に表⽰される JavaServer Page のセットである ARIS Publisher もモデルをパブリッシュするのに⽤
いられます。パブリッシュされたビジネスプロセスモデルを閲覧した企業内のユーザは、プロセスス
テップの追加、修正、削除などのリクエストを設計者に依頼することが可能です。

ARIS Architect ユーザは、ビジネスプロセスをビジネスプロセスモデリング表記法 (BPMN) に変換で
きます。BPNM は、ビジネスプロセスモデル、ならびに、プロセスステップの機能および動作を指定
するためのグラフィカル表現であり、このモデルを Software AG Designer のビジネスプロセス開発
者と共有できます。

ARIS Architect ユーザは、データモデル、ユーザインタフェースデザイン、およびサービス情報を
Software AG Designer ビジネスプロセス開発者と共有できます。

ビジネスプロセスモデルの管理
ARIS ビジネスプロセスガバナンスでは、⽤意されているワークフローを利⽤して、標準、ポリシーおよび
ガイドラインを使⽤したビジネスプロセスモデルのライフサイクルを制御できます。ビジネスプロセスモデ
ルの変更要求、承認、リリースなど、BPM の各種側⾯を管理するワークフローの承認やリリースを定義で
きます。ワークフローには、承認およびリリースのワークフローや、タスクのユーザインタフェース、タス
ク間のデータマップなどの各ステップでアクションを実⾏する必要のあるユーザに通知を送信するタスクを
含めることができます。

⾃動化タスクでは、ARIS 製品で提供されるサービスを呼び出すことができます。このサービスに
は、ARIS サーバでの操作を対象とした ARIS ビジネスサービス、ドキュメント操作を対象とした ARIS ド
キュメント格納サービス、および UMC での操作を対象としたユーザ管理サービスが含まれます。

IT トランスフォーメーション
IT トランスフォーメーションは、IT 組織とインフラストラクチャの再設計に使⽤するプロセスです。通
常、IT トランスフォーメーションには、ベースライン、ベンチマーキング、計画、戦略、実装、変更管理
が含まれます。IT トランスフォーメーションでは、ガバナンスを使⽤して、トランスフォーメーションプ
ロセスの監視および制御を⾏います。

IT トランスフォーメーションに使⽤する製品は Alfabet です。

Alfabet
Alfabet は、エンタープライズアーキテクチャであり、IT 計画とポートフォリオの管理システムです。

エンタープライズアーキテクチャシステムとして、Alfabet は、デジタルビジネストランスフォーメー
ション戦略の開発と実践に役⽴つ最新かつ柔軟で無駄のないエンタープライズアーキテクチャを構築しま
す。Alfabet は、IT アセットの内容、IT アセットの相互関係、冗⻑性が⾒られる箇所、さらに、そのよう
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な投資がデジタルビジネスビジョンに沿っているかどうかを正しく理解する上で役に⽴ちます。Alfabet で
は、以下の作業を実⾏できます。

ビジネス戦略に対する共通の理解を構築することで、ビジネスと IT のコラボレーションの質を⾼めま
す。

IT がビジネス戦略を進め、ビジネスの成功を積極的にサポートする過程を明確にします。

テクノロジポートフォリオが最新のものであり、最⾼の成果を上げることを確実にします。

ライセンス、運⽤、サポート、およびアプリケーション統合にかかるコストを削減します。

IT 計画とポートフォリオの管理システムとして、Alfabet では、以下を実現します。

IT ポートフォリオ (アプリケーション、プロジェクト、テクノロジ、デマンド) をビジネス戦略と機能
要件に合わせる⼀⽅で、クロスポートフォリオ分析を表⽰し、ここで IT ポートフォリオがどのように
相互に関連しているか確認できます。

⼀貫した透過的な⽅法で IT ポートフォリオの変更を管理し、ポートフォリオ間の依存関係を公開しま
す。

ステークホルダーに対して共同計画プラットフォームを提供し、ロードマッピング、ステークホルダ向
けの表⽰、レポート作成を使⽤する共同計画を実施します。

ポリシーとタイムラインに沿ったプロセスワークフローを作成する⼀⽅で、ガバナンスを維持し、デマ
ンドとポートフォリオプロセスにおける IT の最新性を保ちます。

評価指標を使⽤することにより、さまざまな IT 投資の選択において、価値、コスト、リスクを基にし
てポートフォリオを決定できます。

IT ランドスケープビューのオンデマンド⽣成など、任意の⽇付や時間枠の状態計画と変更管理を実⾏
します。
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Command Central、Software AG Installer、Software AG Update Manager、Deployer および Asset
Build Environment、Digital Event Services および Universal Messaging は、多くの製品でサポートさ
れているツールです。

Command Central
分散ステージング環境および実稼働環境で Command Central を使⽤して、Software AG 製品のインス
トール、パッチ、設定、管理、アップグレードを⾏い、データベースコンポーネントを作成し、製品をデー
タベースコンポーネントに接続します。Command Central を使⽤すると、1 箇所から複数のリモートコ
ンピュータを操作してこれらのタスクを実⾏できます。

Command Central を使⽤すると、既存のスタンドアロン製品インストールを使⽤するか、新しい製品イ
ンストールを作成できます。DevOps の⽅法に従うと、製品ランタイムのソフトウェアスタックを作成で
きます。

Command Central にはブラウザベースのユーザインタフェースがあります。コマンドを使⽤してターミ
ナルやカスタムスクリプトからアクションをリモートで実⾏することで、タスクを⾃動化することもできま
す。Command Central は、Jenkins などの継続的統合サーバや、Chef、Puppet などの汎⽤構成管理ツー
ルをサポートします。

Software AG Installer
Software AG Installer は、Software AG 製品をスタンドアロンの開発マシンにローカルでインストール
する場合に使⽤します。Software AG Installer を使⽤すると、以下の作業を実⾏できます。

Software AGEmpower Product Support website から最新リリースの製品を 1 台のマシンに直接イ
ンストールします。

Empower から製品を製品インストールイメージにダウンロードし、そのイメージから製品を 1 台ま
たは複数のマシンにインストールします。

Empower または製品インストールイメージから製品をインストールする製品インストールスクリプト
を作成し、1 台または複数のマシンに、ユーザの⼊⼒なしで製品をインストールします。

Update Manager
Update Manager は、1 台のマシンに Software AG 製品の修正とサポートパッチをインストールおよび
アンインストールする場合に使⽤します。サポートパッチには診断コレクタ、テストパッチ、QA 前の修
正が含まれており、Software AG 製品のインストールに関する問題のトラブルシューティングに使⽤しま
す。Update Manager を使⽤すると、以下の作業を実⾏できます。

Software AGEmpower Product Support website から修正とサポートパッチを 1 台のマシンに直接
インストールします。

Empower から修正を修正インストールイメージにダウンロードし、そのイメージから修正を 1 台ま
たは複数のコンピュータにインストールします。
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Empower、または修正インストールイメージもしくはサポートパッチインストールイメージから、修
正／サポートパッチをインストールする修正インストールスクリプトまたはサポートパッチインストー
ルスクリプトを作成し、1 台または複数のマシンに、ユーザの⼊⼒なしで修正またはサポートをインス
トールします。

Deployer および Asset Build Environment
Deployer は、ソース Software AG ランタイムまたはリポジトリに存在するユーザ作成のアセットを、
ターゲット Software AG ランタイムに展開する場合に使⽤します。たとえば、開発環境 (ソース) 内の
サーバで開発したアセットを、テスト環境または実稼働環境 (ターゲット) のサーバに展開する場合などで
す。

Deployer は、アセットを展開するための以下の 2 つのシナリオをサポートします。

ランタイムベースの展開シナリオでは、Deployer は、Deployer が接続されている Software AG
ランタイムからアセットを展開します (たとえば、Integration Server、My webMethods
Server、Trading Networks Server)。

リポジトリベースの展開シナリオでは、Deployer は、開発環境または VCS でソースから構築され、
リポジトリに保存されたアセットを展開します (たとえば、API Gateway、Rules Engine、Universal
Messaging)。Asset Build Environment は、アセットが作成されるマシンに常駐し、アセットを展開
可能なユニットとして構築するのに必要なスクリプトとライブラリを提供します。

Digital Event Services および Universal
Messaging
Software AG プラットフォームは、イベント駆動型アーキテクチャ (EDA) によってサポートされま
す。EDA は、製品間のイベントの共有、イベントの作成および検出、イベントの消費およびイベントへの
応答をサポートするソフトウェアアーキテクチャパターンです。EDA を有効にする製品は、Digital Event
Services、Software AG Designer、および Universal Messaging です。

Digital Event Services
Digital Event Services は、Software AG 環境の EDA の基盤です。これにより、Software AG 製品はイ
ベントを使⽤して通信できます。Digital Event Services を使⽤すると、製品は以下の⽅法でイベントを発
⽣させることができます。

ビジネスプロセスは、他のビジネスプロセスにイベントを発⽣させることができます。

製品ランタイムの⼀部分は、別の部分にイベントを発⽣させることができます。

製品は、イベントをイベントストアで永続化できます。

Digital Event Services では、イベントの形式が、各製品のネイティブツールの使⽤により、1 つの製品
で発⽣し、別の製品で消費されるような形で定義できます。たとえば、製品内でコーディングしなくて
も、Apama による複雑なパターンの検出⽤イベントとして、Integration Server の既存のドキュメント
タイプに基づいてドキュメントを⽣成できます。
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イベントはダッシュボードで視覚化できます。

Software AG Designer
Software AG Designer は、イベントをパブリッシュおよび監視できるようにする Eclipse ベースのグラ
フィカル開発ツールです。

Universal Messaging
イベントプロデューサは、メッセージをイベントの形式で Digital Event Services にパブリッシュしま
す。Universal Messaging はメッセージをコンシューマに配信します。各デジタルイベントは、イベン
トタイプ、スキーマ、またはイベントの構造を記述したスキーマベースの定義に関連付けられて、個別の
Universal Messaging チャネル上で伝達されます。

Universal Messaging は、⽔平スケーラビリティを実現します。ここでは、1 つの論理セッション内で接
続するサーバまたはクラスタのセットを指定し、これにより複数のサーバまたはクラスタ間で同じキューま
たはトピックのパブリッシュやサブスクライブができます。
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IoT プラットフォーム
IoT デバイスでは、通常クラウドベースである他のデバイスやアプリケーションに接続し、インターネット
転送プロトコルを使⽤してデータを中継する必要があります。IoT プラットフォームは、デバイスをデータ
ネットワークに接続し、デバイスの監視および管理を⾏います。さらに、バックエンドアプリケーションを
使⽤してデバイスセンサーが⽣成したデータを抽出し、洞察します。

IoT デバイスの接続に使⽤する製品は、Cumulocity です。

Cumulocity
Cumulocity を使⽤すると、住宅、⾃動⾞、機械などのリモートアセットをすばやく可視化し、制御するこ
とができます。Cumulocity では、以下のものが提供されています。

リモートアセットのクラウドへの取り込みに使⽤できる認定ハードウェアキットとソフトウェアラ
イブラリ。これらは、ロケーション追跡、OBU、⾃動販売機のテレメトリー装置など、特定のユー
スケースで使⽤する特殊なデバイスである場合があります。また、Raspberry Pi、Cinterion ボー
ド、Tinkerforge センサなどの汎⽤デバイスを構築するための開発者キットである場合もあります。そ
の他のデバイスでは、ほとんど⼿を加えずにこのソフトウェアを実⾏できますが、独⾃の実装を⾏うに
は Java、JavaME、C/C++、Lua ⽤の汎⽤クライアントライブラリがあります。使⽤するデバイスが
独⾃のランタイム環境のみを使⽤している場合は、いつでも Cumulocity の REST インタフェースを
使⽤できます。

モバイルネットワークのサポート。Cumulocity は、あらゆる種類のインターネット接続を安全な⽅法
でサポートしています。これには、断続的、帯域幅制限付き、⼀⽅向性の接続 (NAT を介した通信な
ど) が含まれます。Cumulocity は、リモートデバイスをリアルタイムで制御できます。モバイルイン
ターネット接続は、企業のネットワークインフラストラクチャとの統合を必要とせず、あらゆる場所で
動作するため、マシン間のアプリケーションとして理想的です。特に最適なのは、M2M SIM カードで
モバイルネットワーク間のフリーローミングが使⽤できる場合です。Cumulocity を使⽤すると、VPN
や、パブリック IP アドレス指定または静的 IP アドレス指定などの追加のネットワークプロバイダ
サービスを必要とせずに、モバイル接続の利点を活⽤できます。

Web を介したデバイス管理、データ可視化、およびリモート制御機能。これには、次が含まれます。

ハードウェアとモデムの情報。

接続の監視、サービスレベルの監視、障害の⼀元管理。

設定、ソフトウェア、およびファームウェアの管理。

使⽤頻度の⾼いリモートコントロール (再起動ボタンやスイッチなど)。

イベントリストや操作キューなどのトラブルシューティング機能。

上記の機能の容易なカスタマイズ。以下の操作を⾏えます。

アラームルールを作成して、アラームの優先順位を変えたり、抑制するほか、SLA パラメータの
定義も⾏えます。
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リアルタイムビジネスルールを実装します (たとえば、重⼤イベントが発⽣した場合に電⼦メール
を受信したり、デバイスで⾃動アクションがトリガーされるなど)。

最も重要な KPI を使⽤してグラフィカルなダッシュボードを設定します。

Cumulocity アプリケーションに新しい機能を追加するプラグインをサブスクライブします。

既存の機能を拡張するための API や、ERP システムまたは CRM システムなどの他の IT サービスと
Cumulocity とのインタフェースを提供するための API。Cumulocity は、HTML5 アプリケーション
をホストすることもできます。Cumulocity は、⼩型の組み込みマイクロコントローラからデスクトッ
プ PC まで、あらゆるインターネット接続デバイスで動作する HTTP/S と REST を使⽤します。

以上はすべて、クラウドベースのサブスクリプションサービスから提供されます。これによ
り、Cumulocity を使⽤する「モノのインターネット (IoT: Internet of Things)」ソリューションの構築
は、ビスポーク開発や⾼速アプリケーション開発 (RAD: Rapid Application Development) とは根本的に
差別化されます。既存の機能の⼤部分を使⽤して、すぐに開始できます。IT インフラストラクチャ (ホス
ティング、ネットワーク、セキュリティ、ストレージ、バックアップ) や IT 管理について⼼配する必要は
ありません。すべてのソフトウェアが⽤意されています。
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インテリジェントな⾃動化
デジタルトランスフォーメーションの達成にプロセスは不可⽋です。しかし、BPM (Business Process
Management: ビジネスプロセス管理) の焦点は従来のものから変化しています。DPA (Digital Process
Automation: デジタルプロセスオートメーション)、RPA (Robotic Process Automation: ロボティッ
クプロセスオートメーション)、マシン学習/⼈⼯知能、コグニティブコンピューティング、および IoT
(Internet of Things: モノのインターネット) は、デジタルトランスフォーメーションの複雑さや⾼度化を
急速に加速させており、ビジネスの将来にとって戦略上重要なものになっています。DPA、RPA などのテ
クノロジは、こうした⼿動プロセスを⾃動化することで、ビジネスプロセスと運⽤に⼤きなコスト削減と効
率性をもたらす可能性があります。

ビジネスプロセスとは、さまざまなアプリケーション、システム、従業員および外部企業によって特定の順
序で実⾏される⼀連のビジネスアクティビティです。ビジネスプロセスの例としては、注⽂書の受領から履
⾏までの処理、製品の開発から発売までの業務、新⼊社員の準備などが挙げられます。ビジネスプロセスは
アプリケーション統合よりも複雑で時間がかかり、⼈間が実⾏するアクティビティを含むこともあります。

ビジネスプロセス管理により、ビジネスプロセスの⾃動化が可能になります。たとえば、新⼊社員の準備を
⾏うプロセスは以下のように⾃動化できます。

1. 雇⽤マネージャが新⼊社員の情報を含むオンラインフォームをサブミットします。

2. フォームのサブミットにより、プロセスの最初のステップがトリガーされます。このステップでは、新
⼊社員の情報を内部⼈事データベースに追加し、さまざまなシステムおよびアプリケーション (企業の
電⼦メールアプリケーションなど) に新⼊社員を登録します。

3. プロセスの次のステップでは、企業のトレーディングネットワークを使⽤して、外部の給与計算代⾏企
業に新⼊社員のアカウントを設定するよう通知します。

4. 次のステップでは、新⼊社員の⼊社⽇までに事務所スペースを割り当てて事務⽤品を⽤意するタスクを
施設部に送信します。

⼀般に、ビジネスプロセスには多くの不確定要素や条件が伴いますが、ビジネスプロセスの実⾏期間が⻑く
なればなるほど、不確定要素や条件は変化しやすくなります。たとえば、サプライヤが注⽂の履⾏に必要な
部品を⼀時的に切らしてしまうことが考えられます。ビジネスプロセス管理を⾏えば、このような変化を受
けて実⾏中のプロセスに対応できます。上の例では、部品が再度⼊⼿可能になるまで注⽂履⾏プロセスを中
断します。

ケース管理を使⽤すると、複雑な問題に関する情報の統合、管理、および処理を中央の収集ポイントで⾏う
ことができます。この中央の収集ポイントはケースと呼ばれます。ケースとは、処理が必要な問題、要求、
またはインシデントに関連するファイル、通信、レコード、電⼦メール、アクティビティ、タスク、プロ
セスなどの情報の構造化された集合です。ケース管理アプリケーションでは、ケースを解決するために共同
作業することができ、解決を導きだすために、独⾃の軽量なプロセスを定義することもできます。SLA 管
理では、タスクが⾃動的に作成され、エスカレーション通知により監視されます。統合された分析、対話式
のダッシュボード、およびレポート作成は、ビジネスへの洞察⼒をサポートし、意思決定の向上に役⽴ちま
す。

動的ケース管理機能では、フィールドのビジュアルな作成、フィールドのフォームへの集成、フォームの
役割への割り当てを⾏うことができます。ケースユーザが呼び出すことができる標準プロセスを提供で
きます。または、単⼀タスクや複数ステップタスク (プロセス) をすぐに作成できます。通信は、フォー
ム、Web ポータル、電⼦メール、ソーシャルネットワーク、モバイルアプリなどのチャネルによって可能
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になります。ビジネスルールはチャネルからのコンテンツを評価し、ケースと関連付けます。追加ビジネス
ルールがさまざまなシナリオまたはベストプラクティスに基づいてケースのコンテンツを常時評価します。
これらのルールはレコード値の更新、やり取りの送信、プロセスの開始または停⽌、タスクの作成、さまざ
まな⼈またはチームへのケースの割り当てなど、ケースに対する処理を継続的に実⾏できます。

ケースはビジネスプロセスから呼び出すことができます。逆に、ケースドキュメントをプロセス開始ドキュ
メントにマップすることで、ケースからビジネスプロセスを呼び出すこともできます。ケースの状態はプロ
セスの実⾏状態で更新されます。

ビジネスプロセスの設計
企業の⼿順を熟知した専⾨家が、ビジネスプロセスの設計図となるビジネスプロセスモデルを作成します。
このようなビジネスプロセス設計者は、ビジネスプロセスのステップを定義し、ステップの順序と、各ス
テップが実⾏される条件を指定します。

ビジネスプロセス設計者がビジネスプロセスモデルを作成するために使⽤する製品は、Software AG
Designer です。

Software AG Designer
Software AG Designer は、さまざまなタイプの作業に対応したパースペクティブが⽤意されている
Eclipse ベースのグラフィカル開発ツールです。Software AG Designer の [プロセス開発] パースペク
ティブの [ビジネスアナリスト] 機能を使⽤すると、ビジネスアナリストはビジネスプロセスの要件をド
キュメント化できます。このドキュメントは、ビジネスプロセスモデルを実装するビジネスプロセス開発者
が作業を進めるうえで役⽴ちます。たとえば、ドキュメント化によって以下が可能になります。

各プロセスステップに必要な⼊⼒と各プロセスステップが⽣成する出⼒の指定

プロセスに関与する⼈の特定 (事務所スペースを準備する施設マネージャなど)

エラーの処理⽅法の指定

プロセスの有効性を測定するために追跡する KPI の指定 (事務所スペースの準備に要した時間など)

下の図は、Software AG Designer の [ビジネスアナリスト] 機能によるビジネスプロセスモデルを⽰して
います。



M
Even Header

Dynamic Apps Platform

Software AG 製品について バージョン 10.4 60

ビジネスプロセスモデルの実装
ビジネスプロセス開発者がビジネスプロセスモデルの実装に使⽤する主な製品は、Software AG Designer
です。開発者は Task Engine および AgileApps も使⽤できます。

ビジネスプロセスは、サービス (⾃動化されたステップ)、⼈的インタラクションを必要とするタスク、お
よびビジネスルールを含むことがあります。

Software AG Designer
ビジネスプロセス開発者は、ビジネスアナリストから新しいビジネスプロセスモデルを受け取
り、Software AG Designer の [プロセス開発] パースペクティブを使⽤してビジネスプロセスモデルを実
装します。このパースペクティブには、技術ユーザがビジネスプロセスモデルの詳細実装に専念できるよう
にするための広範なプログラミングツールが⽤意されています。

開発者は、Software AG Designer でプロセスステップを表すグラフィカルなアイコンをデザインキャン
バスにドラッグアンドドロップし、特定の機能を実⾏するように各ステップを設定することにより、ビジネ
スプロセスモデルを実装します。たとえば、プロセスステップは以下の処理を実⾏できます。

データの受信。データの形式には、Software AG 製品のドキュメント、JMS メッセージ、データベー
スクエリーサービスなどのサービスや Web サービスからの出⼒データがあります。

Universal Messaging 上のビジネスドキュメントのサブスクライブ、あるいは、Universal
Messaging へのビジネスドキュメントのパブリッシュ。

イベント駆動型アーキテクチャ上のビジネスイベントのサブスクライブ、またはイベント駆動型アーキ
テクチャへのイベントのパブリッシュ (21 ページの「分析および意思決定」を参照 )。

フローサービス、Web サービス、ルールサービス、アダプタサービスなど、メインフレームおよび
UNIX システム上のプログラムを呼び出すサービスの呼び出し。
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ルール、タスク、その他のビジネスプロセスまたは Trading Networks の呼び出し。

他のビジネスプロセスおよびサービスが消費するデータのパブリッシュ。

タスクと呼ばれるアクティビティの、実⾏ユーザまたは実⾏ユーザグループへの割り当て。この結果と
して、タスクでルール、ルールセットおよびサービスを呼び出すことができます。

AgileApps でケースインスタンスをキューに⼊れる。

ビジネスプロセス開発者は、データの通過経路およびビジネスプロセスでの処理⽅法を定義します。プロ
セス内のステップの順序と、ステップの開始、実⾏、データの受け渡しおよび終了の条件を定義します。ビ
ジネスプロセスモデリング表記法 (BPMN) は、基盤となるモデルとそのステップの機能および動作をグラ
フィカルに表現します。

また、ビジネスプロセス開発者は、ステージを定義することにより、ビジネスプロセスモデル内でマイルス
トーンを定義できます。1 つのステージには複数のプロセスステップが含まれ、開始マイルストーンステッ
プがあり、また指定の期間内に到達する必要がある完了マイルストーンステップがあります。たとえば、ス
テージは、注⽂書受け取りステップで始まり (開始マイルストーン)、製品の出荷ステップで完了し (完了マ
イルストーン)、開始から完了まで 3 ⽇以内であるように定義できます。

サービスの開発
開発者は、Software AG Designer の [サービス開発] パースペクティブを使⽤してフローサービス、Web
サービス、アダプタサービスなどのサービスを開発できます。サービスを開発した後、そのサービスをビジ
ネスプロセスモデルのデザインキャンバスにドラッグアンドドロップできます。

ルールの開発
開発者は、Software AG Designer の [ルール開発] パースペクティブを使⽤してビジネスルールを開発で
きます。ルールは以下の作業を実⾏できます。

サービスを呼び出す。

プロセスを操作する (プロセスの開始または停⽌、⼀時停⽌または再開など)。

タスクを操作する (ユーザにタスクを割り当てるなど)。

予測分析モデルを呼び出し、さらにルールを評価するためにその出⼒を使⽤する。

ルールは、デシジョンテーブル、ディシジョンツリー、またはイベントルールとして表すことができます。
ルール式には、関数呼び出し、数値定数、パラメータ参照、算術演算 (加算、減算、乗算、除算)、カッコ
を使⽤したグループ化を含めることができます。

デシジョンテーブルは⾏と列で構成され、⾏ごとにルールを定義します。ルールには、1 つ以上の条件
列と 1 つ以上の結果列が含まれます。たとえば、健康保険料のデシジョンテーブルには、性別、年齢
および喫煙者/⾮喫煙者の条件列と、⽀払う保険料を含む結果列を指定したルールを含めることができ
ます。結果列には、ストリングやドキュメントリストと⾔ったリストを含めることもできます。列ごと
に、有効な値のリストを表⽰する REST サービスを指定して、セルの内容がビジネスの観点から有効
であるかどうかをチェックできます。

ディシジョンツリーには、互いにリンクされているノードで構成される条件と結果がツリーのような構
造で表⽰されます。ノードには、ルールのルート、条件 (IF パート)、または結果 (THEN パート) を
表⽰できます。リンクは、ルートリンクまたは条件リンクです。ルートノードは 1 つ以上の条件ノー
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ドにリンクさせ、条件ノードは 1 つ以上の条件ノードまたは結果ノードにリンクさせることができま
す。

イベントルールは、イベントと 1 つ以上の結果で構成されます。結果では、値を割り当てたりアク
ションを実⾏することができます。たとえば、⾃動⾞部品の販売業者のイベントルールで、部品の在
庫が⼀定のレベルまで低下した場合に、イベントルールでデータアクションを作成するように指定する
ことができます。このデータアクションで、デシジョンテーブル内のルールで評価されるデータを作成
します。新規データの内容に応じて、デシジョンテーブル内のルールの 1 つが実⾏されます。⼀部の
ルールでは、ビジネスプロセスが起動され、結果列の在庫が補充されます。

複数のデシジョンテーブルおよびイベントルールを1 つのルールセットにグループ化して、プロセスステッ
プまたはタスクからルールセットを呼び出すことができます。ルールセット内のルールは相互にやりとり
し、1 つのルールから引き出された結論 (結果) が 2 番⽬のルールの⼊⼒情報 (条件) として使⽤されま
す。これを前向き連鎖と呼びます。上記の⾃動⾞部品販売者の例では、イベントルールとデシジョンテーブ
ルを 1 つのルールセットにグループ化できます。下の図は、LowInventoryRuleSet という名前のルール
セットに含まれるデシジョンテーブルおよびイベントルールを⽰しています。

Software AG Designer でルールを開発した後、そのルールをビジネスプロセスモデルのデザインキャン
バスにドラッグアンドドロップできます。

Software AG Designer で開発したルールを、Rules Engine を備えている Integration Server にエクス
ポートします。各 Rules Engine は、これらのルールがプロセスステップまたはタスクによって呼び出され
たときに、ホストしているルールを実⾏します。

Software AG には、開発されたルールにビジネス管理者が単純な変更を加えることのできる、Web ブラ
ウザベースのユーザインタフェースが⽤意されています。ビジネスルールをビジネス管理者が使⽤できる
ようにするには、ビジネスルールを My webMethods Server コンテンツリポジトリにエクスポートしま
す。Business Rules RESTful API を使⽤してルールプロジェクトを My webMethods Server にエクス
ポートできます。ビジネス管理者は、ルール管理コンソールと呼ばれる Web ブラウザベースのユーザイン
タフェースを⽤いてルールを編集し、適切な Rules Engine に再展開します。さらに、そのルールが実効
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される⽇時をカスタマイズします。ルール管理コンソールは、独⽴した複数のポートレットに分かれてい
て、CSS スタイルシートを使⽤してカスタマイズできます。

タスクの開発
開発者は、タスク (つまり、ビジネスプロセスの⼀部として⼈間が実⾏するアクティビティ) を、Software
AG Designer の [UI 開発] パースペクティブを使⽤して特別なコンポジットアプリケーションとして設計
できます。タスクアプリケーション内に、タスクをエンドユーザに対して表⽰するユーザインタフェース
を開発します。指定された条件に応じて実⾏するアクションの定義も可能です。たとえば、指定の期間内に
完了しなかったタスクに重⼤な優先順位を割り当てるアクションを定義できます。Software AG Designer
には、タスクから使⽤可能な各種の組み込みアクションが⽤意されており、タスクからサービスを呼び出す
こともできます。

タスクのユーザインタフェースは、Business Console にガジェットとして表⽰できま
す。OpenUI、Angular などのテクノロジを使⽤して独⾃のユーザインタフェースを開発し、Task Engine
RESTful サービスを使⽤してタスクにアクセスすることもできます。

⼀部のタスクでは、複数のアクティビティを実⾏する必要があります。タスク内に詳細なロジックを構築し
て、予想されるすべての結果を想定することもできますが、このようなロジックを作成するには多くの時間
と労⼒が必要で、エラーが発⽣しやすいうえに保守も⼤変です。代わりに、コラボレーションタスクを定義
できます。このタスクは、共同作業環境で動作するように設定されます。コラボレーションタスクの実装に
は、次の⽅法があります。

⾃動(コラボレーションプロセス内で)。特定のビジネスデータを受信したときに、⼦コラボレーション
タスクを作成して、特定の役割またはユーザに割り当てるようにタスクを設定できます。ある衛星放
送会社に、パラボラアンテナと受信機を取り付けるタスクを含む新しい注⽂プロセスがあるとします。
顧客が注⽂したサービスに応じて、異なる取り付けチームと機器が必要です。親タスクを設定すると、
顧客の注⽂に含まれる特定の情報に基づいて、1 つのコラボレーションタスクをキューに⼊れて適切な
取り付けチームに割り当て、別のタスクをキューに⼊れて適切な機器チームに割り当てることができま
す。親タスクは、コラボレーションタスクが完了したら⾃動的に完了するように設定できます。

⼿動 (ユーザが実⾏)。⾃分の受信トレイでタスクを開くユーザが⼦コラボレーションタスクを作成
し、親タスクを完了できるように⼦コラボレーションタスクを他のユーザに割り当てるようにタスクを
設定できます。雑誌会社のサポート担当者が、雑誌が届かなくなったという顧客からの苦情を解決する
タスクを受信するとします。サポート担当者は、問題の特定に必要な情報を要求するコラボレーション
タスクを作成し、データベース管理者および販売責任者にそのタスクを割り当てます。

ビジネスルールを使⽤してユーザにタスクを割り当てることができます。

Task Engine は、サービスや他のアプリケーションからタスクを検索および操作できるようにする API を
提供します。これらの API は、Java クラスとして、および Task Engine が接続されている Integration
Server 上のサービスとして提供されます (64 ページの「ビジネスプロセスの実⾏」を参照)。Java API
は、タスクアプリケーションポートレットの作成時に作成されます。サービスとして提供される API は、
以下のとおりです。

組み込みの Java サービス API。これらのサービスをテンプレートとして使⽤して、Software AG
Designer にカスタムサービスを作成し、Integration Server が接続されている Task Engine のタス
クを作成、変更、検索、キュー登録および削除できます。また、これらのサービスを使⽤して、タスク
のスケジュールを設定できます。

RESTful サービス API。Integration Server の REST サービス機能を持つこれらのサービスを使⽤で
きます。これらのサービスにより、OpenUI、Angular などのテクノロジを使⽤して独⾃のユーザイン
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タフェースを開発できます。また、これらのサービスを使⽤して、タスクのスケジュールを設定できま
す。

Web サービス API。これらのサービスを使⽤して、クライアントプログラムから Task Engine のタス
クを追加、削除、検索および更新できます。Task Engine は、あるバージョンの .NET クライアント
⽤タスク Web サービスおよびあるバージョンの標準 Web サービスクライアント⽤タスク Web サー
ビスをホスティングします。

ビジネスプロセスの実⾏
ビジネスプロセスを実⾏する製品は Integration Server です。Integration Server は、ビジネスプロセス
管理の複数の機能があるランタイムサーバです。Software AG Designer で開発したビジネスプロセスモ
デルのランタイムロジックは Integration Server で作成されます。

ビジネスプロセスを実⾏する Integration Server は、プロセス実⾏を制御し、指⽰する Process Engine
を備えています。ビジネスプロセスを 1 つの Integration Server で実⾏するように設計したり、ビジネ
スプロセスを構成するプロセスステップを複数の Integration Server に分散することもできます。分散シ
ナリオでは、Universal Messaging は Integration Server から Integration Server にプロセスデータを
ルーティングし、プロセスステップを実⾏する必要があります。

Software AG Designer で開発したフロー、Web およびアダプタサービスのようなサービスは
Integration Server 上に構築されます。Integration Server は、プロセスステップ、タスクまたはサービ
スによってサービスが呼び出されたとき、そのサービスを実⾏します。

Software AG Designer で開発したビジネスルールは、Integration Server にエクスポートされま
す。Integration Server 上の Rules Engine は、プロセスステップまたはタスクでルールが呼び出された
とき、そのルールを実⾏します。

プロセスステップが外部トレーディングパートナとドキュメントを交換する場合、ステップが Integration
Server にドキュメントを送信すると、そのドキュメントをパートナに送信します。パートナが
Integration Server にドキュメントを返すと、プロセスが次のステップに進めるように、そのドキュメン
トをプロセスに返します。

Software AG Designer がタスクアプリケーションを Integration Server にパブリッシュすると、タス
クは実⾏時にプロセスによって呼び出されます。タスクを実⾏する各 Integration Server に、タスクの実
⾏を制御および指⽰する Task Engine を割り当てます。実⾏時には、ビジネスプロセスが完了するまで、
データおよび制御が Process Engine と Task Engine の間を⾏き来します。

メモ: 以前のリリースでは、Software AG Designer がタスクアプリケーションを My webMethods
Server にパブリッシュすると、タスクは実⾏時にプロセスによって呼び出されました。タスクを実⾏する
各 My webMethods Server に、タスクの実⾏を制御および指⽰する Task Engine を割り当てました。実
⾏時には、ビジネスプロセスが完了するまで、データおよび制御が Process Engine と Task Engine の間
を⾏き来しました。また、My webMethods Server は Software AG Designer で開発されたルールを編
集するためのユーザインタフェースをホストしました。

ビジネスプロセスモデル実装の詳細
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この節では、ビジネスプロセス開発者がビジネスプロセスモデルを実装するために実⾏するアクティビティ
について概説します。

Software AG Designer の⼤きな特徴の 1 つはコラボレーションの重視であり、異なるタイプの専⾨知識
を持つユーザが 1 つのプロセスのさまざまな側⾯を共同で設計できます。ビジネスプロセス開発者がビジ
ネスプロセスモデルの実装に使⽤する Software AG Designer のパースペクティブは、[プロセス開発]、
[プロセスデバッグ]、[プロセスシミュレーション]、[サービス開発]、[UI 開発] および [ルール開発] で
す。特定のカテゴリのユーザに必要なツールが各パースペクティブに⽤意されています。

ドキュメント、サービス、タスクおよびルールの作成
⼀部の Software AG製品は、ドキュメントの形式でプロセスにデータを提供します。各ドキュメントは、
ドキュメントタイプ (ドキュメントの構造を表すスキーマに似た定義)に関連付けられています。たとえ
ば、PurchaseOrder というドキュメントタイプは注⽂書のデータ構造を表しています。

Software AG Designer では、次のように、既存のドキュメントタイプ、サービス、タスクおよびルール
を識別することや、ビジネスプロセスに必要なドキュメントタイプ、サービス、タスクおよびルールを作成
することができます。

Integration Server で既存のドキュメントタイプおよびサービスを⾒つけて、デザインキャンバスに
ドラッグアンドドロップします。

ファイルシステムフォルダ、Web サーバ、または JSR-170 コンテンツリポジトリとして設定されて
いる My webMethods Server から、サポートされている電⼦フォーム (e-form) テンプレートをイン
ポートします。Software AG Designer は、インポートしたテンプレートを Integration Server のド
キュメントタイプに変換します。

Software AG Designer の [サービス開発] パースペクティブを使⽤してフローサービスを開発し、
サービスの⼊⼒と出⼒のためのドキュメントタイプを作成します。

Software AG Designer の UI 開発パースペクティブを使⽤してタスクを開発します (以下
の65 ページの「プロセス内のタスクの開発」を参照)。

Software AG Designer の [ルール開発] パースペクティブを使⽤してルールを開発します。

プロセス内のタスクの開発
開発中のビジネスプロセスに⼈的アクティビティが含まれている場合は、Software AG Designer の [UI
開発] パースペクティブを使⽤してタスクを開発します。タスクは、タスクアプリケーションプロジェクト
と呼ばれる特殊なタイプのコンポジットアプリケーション内に作成されます。1 つのプロジェクトの中にタ
スクを 1 つ作成することも、1 つのプロジェクトの中に複数の関連タスクをまとめることもできます。[UI
開発] パースペクティブでは、開発したタスクをテストおよびデバッグできます。

特定のイベントが発⽣したときのタスクの動作を定義できます。たとえば、未完了のタスクが有効期限に達
したときに、タスクの状態を「危険」に変更するよう指定できます。Software AG Designer には、使⽤
可能な各種組み込みアクションが⽤意されています。また、サービスを呼び出すこともできます。

⼀部またはすべてのタスクのビジネスデータとしてサポートされている e-form のデータを使⽤するタス
クアプリケーションを作成できます。ダウンロードとアップロード機能を備えた e-form 対応タスクを実装
することもできます。この機能を使⽤して、タスクユーザは My webMethods Server に接続し、オリジ
ナルの e-form 形式でタスクから e-form データをダウンロードし、My webMethods Server との接続を
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切断し、ローカル環境で e-form を処理した後、My webMethods Server に再接続して e-form をアップ
ロードします。My webMethods Server は、変更内容をタスクビジネスデータに適⽤します。

ユーザインタフェースは、エンドユーザに対してタスクを表⽰します。Software AG Designer の [UI 開
発] パースペクティブを使⽤してタスクのユーザインタフェースを設計できます。このユーザインタフェー
スは、Business Console のガジェットとしてエンドユーザに表⽰されます。また、Grails や Google
Widget Toolkit などの Software AG 以外のテクノロジを使⽤して、タスクのユーザインタフェースを
設計することもできます。このシナリオでは、RESTful サービスを使⽤して、ユーザインタフェース
と、Task Engine で実⾏されているタスクの間のインタラクションを作成します。

開発したタスクは、ビジネスプロセスにドラッグアンドドロップします。複雑なタスクの場合、⼀連のより
単純なタスクに分割できます。これらのタスクは、接続されて 1 つのタスクワークフローになります。エ
ンドユーザには、タスクワークフローは、Business Console のタスクガジェットのシームレスなフローと
して表⽰されます。ワークフローの各タスクを完了すると、次のガジェットが表⽰されるため、ユーザは新
しいタスクを検索して⼿動で開く必要はありません。

ビジネスプロセスのタスク⼿順の開発が完了したら、Asset Build Environment と Deployer を使⽤して
Task Engine を備えている Integration Server にタスクを構築して展開できるため、プロセスは実⾏時に
タスクを呼び出すことができます。

ビジネスプロセスのシミュレーションおよびデバッグ
ビジネスプロセスモデルの詳細実装では、コードの開発、テストおよび修正に関係する⼿順が繰り返され
ます。Software AG Designer の [プロセスシミュレーション] パースペクティブでは、ビジネスプロセス
を通じてドキュメントを送信することにより、ビジネスプロセスをテストできます。シミュレーションによ
り、特に以下のことが可能になります。

ビジネスプロセスのボトルネック、障害ポイント、およびタイムラグの検出

複数のシナリオにおけるビジネスプロセスの動作の予測

2 つ以上の異なるプロセス、または同じプロセスの 2 つ以上のバージョンの動作 (パフォーマンス、
利⽤率、コストなど) の⽐較

シミュレーションでは、実際のランタイム過去データを使⽤できます。

ビジネスプロセスが要件を満たすまで、Software AG Designer の [プロセスデバッグ] パースペクティブ
に⽤意されているデバッグツールを使⽤してビジネスプロセスをデバッグし、再度シミュレーションすると
いう⼿順を繰り返すことができます。

プロセスのログおよび監視
各ビジネスプロセスモデル内に、そのプロセスの監査ログの最⼤レベルを設定します。この設定は、プロ
セスを監視するビジネス管理者が後で必要に応じて微調整します。実⾏時のプロセス実⾏⽅法を決定する
QoS (Quality of Service : サービス品質) 設定も定義します。この QoS 設定により、プロセスのパフォー
マンス、信頼性、可視性および制御のバランスを取ることができます。たとえば、プロセスのランタイム
データを RAM に格納してパフォーマンスを⾼めるか、データを永続化して信頼性を⾼めるかを選択できま
す。
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プロセスステップの展開
Software AG Designer から Integration Server へ、プロセスステップを展開できます。Software AG
Designer は、Integration Server のランタイムの実⾏情報を含むパッケージを作成します。

共同環境での開発
Software AG には、共同開発環境の作成に使⽤できるツールと⽅法が⽤意されています。共同開発環境で
は、開発者がアセットを簡単に共有および再利⽤できます。たとえば、タスクアプリケーション開発者は、
親タスクの完了をサポートする⼦コラボレーションタスクおよびプロセスを定義できます。開発者が親タス
クを設定すると、以下のことができるようになります。

タスクで特定のビジネスデータを受信したときに、⼦コラボレーションタスクを作成して、特定の役割
またはユーザに割り当てる。タスクアプリケーション開発者は、コラボレーションタスクが完了したら
親タスクが⾃動的に完了するように設定できます。

⾃分の受信トレイでタスクを開くユーザが⼦コラボレーションタスクを作成し、そのタスクを他のユー
ザに割り当てる。⼦タスクが完了したとき、ユーザは親タスクを完了できます。

共同開発環境の作成に使⽤できるツールと⽅法の詳細については、Software AG Global Consulting
Services にご連絡ください。

ローコードの動的ケース管理アプリケーションの開発
ケース管理アプリケーションの作成に使⽤する製品は AgileApps です。

AgileApps
AgileApps は aPaaS (application Platform-as-a-Service) 製品であり、数か⽉ではなく数週間でプロセ
ス駆動型のアプリケーションソリューションを視覚的に構築および導⼊することができます。AgileApps
アプリケーションには、強固なプロセスモデラー、柔軟なビジネスルール、ドキュメントアセンブリ、ド
ラッグアンドドロップによる電⼦フォーム作成、カスタマイズされたレポート、対話式のダッシュボード、
ソーシャルコラボレーション、モバイルアクセスといった、エンタープライズ機能があります。サービス
要求、インシデント管理、調査を含む、データベースやケース管理パターンアプリケーションを作成できま
す。すべてのアプリケーションはモバイルへの対応が簡単なため、ユーザはどこにいてもデータにアクセス
できます。

ケース管理アプリケーションでは、ケースを解決するために共同作業することができ、解決を導きだすた
めに、独⾃の軽量なプロセスを定義することもできます。ケース管理アプリケーションは、AgileApps プ
ラットフォーム上で稼働するその他の Web ベースアプリケーションとやり取りできます。また、そのよう
な Web ベースアプリケーションは、Integration Server サービスまたはユーザ定義の Web サービスを使
⽤して、インターネットからデータを取得できます。SLA 管理では、タスクが⾃動的に作成され、エスカ
レーション通知により監視されます。統合された分析、対話式のダッシュボード、およびレポート作成は、
ビジネスへの洞察⼒をサポートし、意思決定の向上に役⽴ちます。

AgileApps は、主要設計者がビジネスの専⾨家であったり、対象の問題を熟知した専⾨家である場合に、
アドホックでその場の状況に適応したフォームベースのプロセスアプリケーションのためのエントリポイン
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トとなります。AgileApps ウィザードでは、ローコードアプリケーション開発ステップが順に表⽰されま
す。

Web フォームを設計し、カスタマイズする。

プロセスに追加する (承認と同様)。

企業ポリシーに沿ったビジネスルールを組み込む。

管理⽤ダッシュボードを作成する。

電⼦メール、ソーシャルネットワークなどのチャネルを統合する。

ケースをビジネスプロセスから呼び出せます。逆に、ケースからビジネスプロセスを呼び出すこともでき
ます。ケースドキュメントをプロセス開始ドキュメントにマップすると、ケースの状態がプロセスの実
⾏状態で更新されます。ローコードアプリケーションは、ビジネスプロセス実装のために Software AG
Designer に転送することによって、さらに複雑な企業全体のプロセスに変更できます。

AgileApps は、オンプレミス製品として、またはクラウドでホストされたソリューションとして利⽤可能
です。

コンポジットアプリケーションの開発
コンポジットアプリケーションは、エンドユーザ向けの 1 つ以上の Web ページに複数のリソースのデー
タを表⽰するポートレットアプリケーションおよびサービスで構成されます。また、コンポジットアプリ
ケーションを使⽤して、レガシーシステム⽤に最新のフロントエンドを作成します。顧客注⽂および営業
担当者名を格納するメインフレームプログラムがあるとします。この場合、メインフレームプログラムから
データを取得して Web ページに表⽰する顧客管理コンポジットアプリケーションを作成できます。エンド
ユーザが注⽂をクリックすると、コンポジットアプリケーションはメインフレームプログラムから注⽂の詳
細を取得し、別の Web ページに表⽰します。エンドユーザが営業担当者をクリックすると、コンポジット
アプリケーションはメインフレームプログラムから顧客データを取得し、その営業担当者の顧客の場所およ
び連絡先情報を Google マップに表⽰します。
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開発者がコンポジットアプリケーションの開発に使⽤する主な製品は、Software AG Designer および
Application Platformです。コンポジットアプリケーションを実⾏する製品は、My webMethods Server
および Integration Server です。

Software AG Designer
Software AG Designer には、ソフトウェア開発者向けにコンポジットアプリケーションの設計に使⽤で
きる [UI 開発] パースペクティブが⽤意されています。

Software AG Designer でコンポジットアプリケーションインタフェースを作成するには、Business
Console ガジェットを使⽤するか、JavaServer Faces (JSF) コントロールをデザインキャンバスにドラッ
グアンドドロップします。各 JSF コントロールは、コマンドのサブミット、ユーザへのアラートの送信、
ユーザ⼊⼒の取得 (たとえば、チェックボックスまたはドロップダウンリストの使⽤)、Web ページへのレ
ンダリングロジックの追加など、特定の機能を実⾏するように設定します。その他の JSF コントロールを
使⽤すると、ポートレットや Web ページ間でのリンクおよびナビゲートが可能になります。Software AG
Designer には、JSF コントロールの広範なライブラリが⽤意されています。そのため、Java または Web
サービスなどの他のコンポーネントをコンポジットアプリケーションに追加して、データを取得および操作
できます。HTML テンプレートと CSS スタイルシートをインポートすることにより、これらのアプリケー
ションのルックアンドフィールを完全にコントロールできます。お気に⼊りの Java スクリプトライブラリ
を使⽤して、ユーザエクスペリエンスを向上させることが可能です。
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下の図は、Software AG Designer におけるポートレットアプリケーションからのビューを⽰していま
す。

コンポジットアプリケーション内の Web ページから、フローサービス、Web サービス、アダプタサー
ビス、ルールサービスなどのサービスを呼び出すことができます。Software AG Designer 内で、フロー
サービス、Web サービスおよびルールサービスを開発でき、メインフレームおよび UNIX システム上
のプログラムを呼び出すアダプタサービスも作成できます。Software AG Designer はそのサービスを
Integration Server 上に構築します。

Web ページから呼び出すサービスは、Integration Server からデザインキャンバスにドラッグアンドド
ロップできます。

コンポジットアプリケーション内の Web ページから、データベースに格納されたデータにアクセスし、そ
のデータを表⽰することもできます。Software AG Designer からデータベースに接続し、Web ページで
使⽤するデータベース関連アイテム (データベーステーブルなど) をデザインキャンバスにドラッグアンド
ドロップできます。

コンポジットアプリケーションは My webMethods Server で実⾏されます。Software AG Designer で
構築したコンポジットアプリケーションでは、Ajax (Asynchronous JavaScript and XML) テクノロジを
利⽤できます。このテクノロジにより、Ajax エンジンはユーザと My webMethods Server の間の媒介
として機能し、ユーザ⼊⼒に対する My webMethods Server の応答を⼤幅に改善します。別の⽅法とし
て、Business Console ガジェットを作成するか、AngularJS などの最新のクライアントサイドツールを使
⽤することで、コンポジットアプリケーションの⼀部を展開することも可能です。

Application Platform
Application Platform を利⽤すると、独⾃の webMethods API を使⽤せずに、Java でアプリケーション
ロジックを開発できます。POJO または Spring Bean などの広く普及している Java 開発モデルをアプリ
ケーションロジックに使⽤し、My webMethods Server で実⾏するロジックとして展開することが可能で
す。アプリケーションロジックを開発するには、Software AG Designer の Application Platform パース
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ペクティブを使⽤します。また、Java サーブレットテクノロジに基づく Web UI アプリケーションを開発
することも可能です。

アプリケーションユーザインタフェースからサービスを検出して呼び出すことで、簡単な Java アノテー
ションを使⽤してコンポジットアプリケーションと OpenUI アプリケーションにビジネスロジックを追加
できます。Application Platform サードパーティアプリケーションサーバや複雑な Java 展開に頼る必要が
ありません。

My webMethods Server
Software AG Designer は、コンポジットアプリケーションを My webMethods Server にパブリッシュ
します。また、My webMethods Server は、多くの Software AG ランタイム製品の Web ブラウザベー
スユーザインタフェースを提供するコンポジットアプリケーションもホスティングします。

My webMethods Server は、Web ページのルックアンドフィールのカスタマイズと Web ページへの
ユーザアクセスの制御を可能にする、Web ブラウザベースのユーザインタフェースを備えているランタイ
ムサーバです。また、My webMethods Server のユーザ管理は、多くの Software AG 製品のユーザを定
義および管理する単⼀の場所を提供します。

My webMethods Server は、HTTP と HTTPS の両⽅をサポートしている組み込みの Jetty Web サーバ
を備えています。外部 Web サーバまたは Web サーバのクラスタを My webMethods Server と共に使
⽤できます (外部 Web サーバの⽅が企業の IT セキュリティポリシーに厳密に準拠できる場合など)。My
webMethods Server は、Microsoft Internet Information Server や Apache HTTP Server などの主要
な Web サーバに統合できます。

Integration Server
Software AG Designer でサービスを開発し、Integration Server 上で構築する。コンポジットアプリ
ケーション内の Integration Server の機能は、コンポジットアプリケーションの Web ページによって呼
び出されたサービスを実⾏することです。

ビジネスプロセスの管理および監視
ビジネスプロセスまたはタスクの複数のインスタンスを同時に実⾏できます。たとえば、企業が複数の新⼊
社員を⼀度に雇⽤し、それぞれの新⼊社員が新⼊社員プロセスの新しいインスタンスをトリガーするとしま
す。タスクについては、承認要求タスクのインスタンスを 3 ⼈の異なるマネージャに送信する注⽂書プロ
セスを作成できます。ビジネスプロセスモデルとタスクアプリケーションを管理しますが、監視するのはプ
ロセスインスタンスとタスクインスタンスです。

プロセス管理者がビジネスプロセスモデルとタスクアプリケーションを管理するために使⽤し、プロセス所
有者および参加者が従来のプロセスインスタンスとタスクインスタンスを監視するために使⽤する主要な製
品は、Monitor、Task Engine および Business Console です。

ビジネスプロセスの管理
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Monitor は、Integration Server および Optimize for Process によってログに記録されたサービス、ド
キュメントおよびビジネスプロセスのデータを表⽰する Web ブラウザベースのユーザインタフェースで
す。Monitor を使⽤して、以下を⾏うことができます。

ビジネスプロセスインスタンスを実⾏できるようにしたり、ビジネスプロセスインスタンスを実⾏でき
ないようにしたりします。

問題発⽣時にプロセスステップを再サブミットします。

プロセスステップまたはタスクの実⾏に時間がかかりすぎているときにアラートを送信するタイムアウ
トを定義します。

プロセスインスタンスおよびプロセスステップの実⾏開始、状態の変化、正常終了または失敗を追跡
し、実⾏時に各プロセスインスタンスが辿ったパスを記録できるように、監査ログを設定します。

ビジネスプロセスを削除します。

Task Engine を使⽤して、以下を⾏うことができます。

ユーザまたは役割にタスクを割り当てます。

タスクインスタンスを実⾏できるようにしたり、タスクインスタンスを実⾏できないようにしたりしま
す。

タスクを⼿動で開始します (ビジネスプロセスインスタンスを開始する場合など)。

タスクを削除します。

ビジネスプロセスインスタンスの監視
次のように、Monitor を使⽤して、ビジネスプロセスを監視できます。

プロセスインスタンスを表⽰し、問題を⾒つけ、問題がシステムリソース、サービスまたはドキュメン
トによって⽣じているかどうかを判断します。

問題のあるプロセスインスタンスの⼀時停⽌、再開または停⽌、ならびに、データ値の編集およびプロ
セスインスタンスの再サブミットを⾏います。

プロセスモデルステージを作成、変更および削除し、プロセスインスタンスでのステージの状態、マイ
ルストーンが指定した期間内に達成されたかどうかを表⽰します。

完了した分の割合を基に、プロセスインスタンスが完了する⾒込み時間と、実⾏中のインスタンスの平
均サイクル時間を表⽰します。

Mobile Monitor は、実⾏されたビジネスプロセスの状態に関するリアルタイムの情報を提供する、モバイ
ルデバイスおよびタブレット向けのアプリケーションです。Mobile Monitor を使⽤して、以下を⾏うこと
ができます。

プロセスインスタンスを表⽰し、問題を⾒つけ、問題がシステムリソース、サービスまたはドキュメン
トによって⽣じているかどうかを判断します。

Task Engine を使⽤して⾏う場合と同様に (以下を参照)、割り当てられているタスクを表⽰および作
業します。

Task Engine を使⽤して、以下を⾏うことができます。
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ユーザまたは役割にタスクインスタンスを割り当てます。

タスクインスタンスを⼀時停⽌、再開または削除します。

タスクの状態および割り当てられているタスクの監査ログを表⽰します。

Optimize for Process を使⽤して、プロセスモデルステージを作成、変更および削除し、プロセスイ
ンスタンスでのステージの状態、マイルストーンが指定した期間内に達成されたかどうかを表⽰できま
す。MashZone NextGen を使⽤して、ステージの状態を表⽰することもできます。Optimize for Process
と MashZone NextGen の詳細については、21 ページの「分析および意思決定」を参照してください。

ビジネスプロセスおよびタスクの管理および使⽤
Business Console は、Web フレンドリかつタブレットフレンドリなユーザインタフェースであり、役割
ベースの管理、監視、ならびに、プロセス所有者および参加者がビジネスプロセスおよびタスクを管理する
ための社会的判断材料を提供します。Business Console を使⽤して、以下を⾏うことができます。

割り当てられているタスクに対して作業し、他のタスクを割り当てられたユーザおよびプロセス参加者
と共同作業を⾏い、さらにタスク検索を保存、再利⽤します。

他のタスクおよびプロセス参加者を⽀援し、よりすばやく効果的にタスクを完了するのに役⽴つ専⾨家
とネットワークを構築します。

Business Console または Task Engine 内蔵または RESTful サービスを使⽤してタスクインスタンス
をスケジュール設定します。

JavaScript を使⽤して作成するカスタムのガジェットを使⽤して、ワークベンチをカスタマイズおよ
びパーソナライズできます。

Web ブラウザを使⽤して、プロセスおよびタスクインスタンスをリアルタイムで監視します。

ソーシャルメディアでプロセスに関する傾向情報を表⽰し、プロセス分析を表⽰します。

プロセスによって呼び出されたデシジョンテーブルを表⽰します。

ケースおよび関連するアクティビティ (ケースタスクとも呼ばれる) と、ワークフローの状態 (ケース
プロセスとも呼ばれる) を含むプロセスを表⽰します。

次の表は、Business Console の Optimize for Process によって収集された、プロセスに関するサマリメ
トリクス、インスタンス詳細および他のパフォーマンス情報を表⽰するビジネスプロセスダッシュボードを
⽰します。

ダッシュボー
ド

表⽰される情報 可能なユーザアクション

プロセス
概要

指定した時間範囲にわたる内在的なメトリ
クス、履歴表⽰、正常性⽐較など、選択し
たプロセスに関する概要の情報。

個々のステージインスタンスの
電⼦メール通知またはエスカ
レーションアクションを送信し
ます。
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ダッシュボー
ド

表⽰される情報 可能なユーザアクション

ステージ
インスタ
ンス

プロセスについて、指定した時間範囲に
わたるステージアクティビティおよびパ
フォーマンス。アクティビティ、サイクル
時間およびアラームに関する情報を含む、
各ステージに関するメトリクス。個々のス
テージインスタンスに関する情報。

潜在的な問題を特定したり、ア
ラームおよびステージアクティ
ビティに関する情報を取得し
たり、電⼦メールまたはエスカ
レーションアクションを使⽤し
て他のユーザと結果を共有しま
す。

プロセス
インスタ
ンス

指定した時間範囲にわたるプロセスアク
ティビティおよびパフォーマンス。プロセ
ス容量アクティビティおよびサイクル時間
パフォーマンスに関する履歴情報。個々の
プロセスインスタンス。

個々のプロセスインスタンスの
電⼦メール通知またはエスカ
レーションアクションを送信し
ます。

Mobile Business Console は、モバイルデバイスおよびタブレット⽤のアプリケーションであり、これに
より、ビジネスプロセス所有者と参加者はタスクとワークフロー上で共同作業し、リアルタイムの洞察を得
て、迅速な判断を下すことができます。Mobile Business Console を使⽤すると、次の作業が可能になり
ます。

割り当てられているタスクに対して作業し、他のタスクを割り当てられたユーザおよびプロセス参加者
と共同作業を⾏い、さらに専⾨家とネットワークを構築します。

インスタントタスク、to-do リスト、コメント、タスク添付ファイルをプロセスインスタンスに追加し
ます。

プロセスおよびタスクインスタンスをリアルタイムで監視します。

Closed Loop Analytics による問題の解決
Closed Loop Analytics は、ビジネスプロセスのパフォーマンスをすばやく簡単に向上させることができる
ソリューションです。Closed Loop Analytics は、ビジネスプロセスの実⾏および分析に関する製品からプ
ロセスの状態に関するデータを収集します。たとえば、Process Engine からプロセス容量およびサイクル
時間に関するデータ、および、Optimize for Process から SLA または KPI ルール違反に関するデータを
収集します。その後、Closed Loop Analytics により、Business Console の AppSpace というビジネス
プロセス分析ダッシュボードにデータが表⽰されます (下の図を参照)。
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プロセス管理者は、AppSpace 上のデータを確認し、問題をユーザにエスカレーションタスクの形式でエ
スカレートします。ユーザは、⾃分の受信トレイでエスカレーションタスクを⾒つけ、ルート原因分析を実
⾏し、タスクに結果を記述します。プロセス管理者は、結果を確認し、それを使⽤してプロセスを改善しま
す。下の図は、ユーザのタスク受信トレイを⽰しています。

Optimize for Process の詳細については、25 ページの「ベースライン、メトリクスおよびアラートの定
義」を参照してください。

モバイル開発
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モバイル開発では、統合およびビジネスプロセスをモバイル領域に拡張できます。ユーザは世界中のどこに
いても、⾃分のモバイルデバイスからこのような統合やビジネスプロセスに関わることができます。

モバイル開発に使⽤する製品は、Mobile Suite の Software AG Designer、Mobile Designer、および
Mobile Support です。Mobile Suite は、MEAP (Mobile Enterprise Application Platform) の要件を完全
にサポートし、モバイルアプリケーションの開発と展開からセキュアな統合と管理まで、モバイルライフサ
イクル全体に対応します。Mobile Suite では、既存の IT サービスおよびプロセスをモバイルデバイスで効
率的に利⽤できます。

Software AG Designer
Software AG Designer の [モバイル開発] パースペクティブを使⽤してモバイルアプリケーションを開発
できます。[モバイル開発] のロジックを利⽤すると、モバイルアプリケーションを開発するために記述す
る必要があるコードの量を減らすことができます。

[モバイル開発] では、MVC (model-view-controller) アーキテクチャの法則を使⽤して、ユーザインタ
フェースをビジネスロジックやデータから分離します。[モバイル開発] を使⽤して、モバイルアプリケー
ション開発者は、ユーザインタフェースを設計してから、ユーザインタフェースを表⽰し、ボタンのクリッ
クなどユーザが開始したイベントに対応する Java コードを⽣成します。開発者は、[モバイル開発] に
よって作成される Java クラスで、ビジネスロジックをユーザインタフェースとは独⽴してコード化しま
す。

[モバイル開発] は、開発するモバイルアプリケーション⽤のネイティブシミュレータを備えています。

Mobile Designer
Mobile Designer. を使⽤してモバイルアプリケーションを開発できます。モバイルアプリケーション開発
者は、Mobile Designer を使⽤して Java のモバイルアプリを作成し、アプリをあらゆるモバイルデバイ
ス⽤に⾃動的に変換させます (iPad から Android、Windows Phone など)。変換後のアプリケーション
は、それぞれのデバイスの所有者が期待するユーザエクスペリエンスを提供します。Mobile Designer に
より、企業内でモバイルに関する知識を習得する必要が減り、結果として、開発コストおよび保守コストが
削減されます。Mobile Designer は Software AG Designer の [サービス開発] パースペクティブに統合
されているため、Integration Server からサービスを参照してアプリケーションモデルに追加できます。

Mobile Support
Mobile Support は、モバイルアプリケーション開発者とビジネス統合開発者が、モバイルデータ同期ソ
リューションを作成できる、⼀連のツールです。このようなソリューションは、モバイルデバイスと企業の
バックエンドアプリケーション間でデータを転送し、複数のソースによって同時にバックエンドデータが更
新されるときに発⽣する競合を解決します。

Mobile Support には、次の 2 つのコンポーネントが含まれています。

Mobile Support クライアントでは、データ同期要求を開始する⽅法で構成されたクラスの Java クラ
イアントライブラリが利⽤できます。モバイルアプリケーション開発者は、アプリケーションに同期⽅
法を組み込みます。
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Mobile Support パッケージは、Integration Server 上で実⾏され、モバイルデバイスから送信された
データを同期するサービスを提供します。ビジネス統合開発者は、統合サービスに同期サービスを組み
込みます。

モバイルアプリケーションは、Mobile Support クライアントに同期要求をサブミットし、要求を処理する
サービスを実⾏するように Integration Server に依頼します。モバイルアプリケーションは、以下のいず
れの同期要求もサブミットできます。

変更されたデータをバックエンドアプリケーションからモバイルデバイスにダウンロードする。

変更されたデータをモバイルデバイスからバックエンドアプリケーションにアップロードし、そのデー
タをバックエンドデータと同期し、変更されたデータをバックエンドアプリケーションからモバイルデ
バイスにダウンロードする。

Robotic Process Automation
Robotic Process Automation (RPA) は、ビジネスロジック、およびビジネスプロセス内でタスクまたは
アクティビティを⾃動化する構造化⼊⼒によって管理されるテクノロジです。組織では、RPA を使⽤し
て、他のビジネスソフトウェアアプリケーションのデータを収集し更新するソフトウェア (つまりロボッ
ト) を作成できます。通常、ソフトウェアロボットは、トランザクションの処理、データの操作、アクショ
ンのトリガー、他のシステムとの通信など、ビジネスソフトウェアシステム間で特に繰り返し可能で、⾮
常に構造化されたタスクを⾃動化します。ロボット主導型ロボットは、定義可能、繰り返し可能でルール
ベースであり、⼈的インタラクションを必要としないビジネスプロセスを⾃動化します。⼈間主導型ロボッ
トは、フォームの⼊⼒、システム間のデータ転送、ユーザが⾃分のコンピュータで実⾏する他のアクティビ
ティなどのアクティビティを⾃動化します。

RPA ユースケースの対象範囲は、電⼦メールへの⾃動応答の⽣成から他のシステムのジョブを⾃動化する
数百のロボットの展開までに渡ります。ロボットは低コストで簡単に作成できるため、RPA によってス
タッフのコストと組織内の⼈的エラーを減らすことができます。ビジネス業務として、RPA はビジネスプ
ロセス内で⾃動化のユースケースを検出し、継続的に設定とタスク割り当ての変更を管理します。

RPA に使⽤する製品は webMethods Robotic Process Automation です。この製品には次のコンポーネ
ントが含まれています。

RPA Studio は、ビジネス⼿順の⾃動化プロセスの設計に使⽤するツールであり、1 クリックによるア
プリケーションのプロセス記録機能や、使いやすいドラッグアンドドロップインタフェースを備えて
います。このツールを使⽤して、RPA ロボットの⾃動化コンテンツの作成と管理ができます。⾃動化
ウィザードでは、テンプレートに保存されるタスクの⾃動化シーケンスとしてユーザアクションを記録
します。テンプレートには、エンドユーザが⾃分のコンピュータからアクセスするか (⼈間主導型の⾃
動化)、またはロボットが仮想マシンからアクセスします (ロボット主導型の⾃動化)。

RPA Console は Web ベースの管理/監視ダッシュボードです。これを使⽤して、ロボットの作成、設
定、スケジュール設定、トリガー、管理、および監視をリモートで⾏うことができます。

RPA Web Service API を使⽤すると、外部アプリケーションで RPA ソリューションの RPA タスクの
呼び出し/監視を⾏うことができます。ASP.NET MVC (Web API) モデルで、タスクキューにタスクを
作成し (POST)、タスクの状態を取得する (GET) メソッドを使⽤します。
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RPA Application Server は、すべてのコンポーネントの⾃動化プロセスのセキュリティとアクセスを
管理し、タスクキューを管理して最も効率的に⾃動化の作業能⼒を使⽤し、受信要求を処理し、呼び出
し元アプリケーションに応答を返します。
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アプリケーション統合
アプリケーション統合は、異なるリソース間でのビジネスデータの共有を可能にします。リソースに
は、SAP や Siebel などのソフトウェアアプリケーションおよびデータベースやメインフレームプログラム
などのシステムがあります。⼀般的な統合パターンには、以下が含まれます。

同期:たとえば、⼩売店チェーンの 2 店舗が顧客、製品 SKU および製品価格の情報を管理していると
します。⼀⽅の店舗はこの情報をデータベースに、もう⼀⽅の店舗はメインフレームプログラムに保持
しています。⼀⽅の店舗のリソースで情報が追加または変更されると、アプリケーション統合により、
もう⼀⽅の店舗のリソースが更新されます。

伝播:たとえば、⼈事担当者が新⼊社員のデータをコンポジットアプリケーションに⼊⼒すると、アプ
リケーション統合により、⼈事データベース、退職⾦積⽴計画メインフレームプログラムおよび従業員
福利厚⽣アプリケーションにデータが伝播されます。

構成:たとえば、⼈事担当者がコンポジットアプリケーションを通じて従業員のレポートを要求すると
します。アプリケーション統合により、⼈事データベース、退職⾦積⽴計画メインフレームプログラム
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および従業員福利厚⽣アプリケーションからレポートのデータが収集され、Web アプリケーションに
戻されてからレポート形式で表⽰されます。

ハイブリッドアプリケーション統合の開発
ハイブリッドアプリケーション統合の開発に使⽤する主要な製品は、Software AG
Designer、Application Platform、CloudStreams、Integration Cloud アダプ
タ、webMethods、Integration Server、EntireX、および ApplinX です。

Software AG Designer
Software AG Designer は、サービス (アプリケーション統合での主要なエレメント) を設計およびテスト
するための Eclipse ベースのグラフィカル開発ツールです。サービスとは、1 つの処理単位を実⾏するロ
ジックを指します。たとえば、顧客から受信した注⽂書を受注処理システムに転記するサービスや、融資申
し込みの与信チェックを実⾏するサービスがあります。以下のタイプのサービスを開発できます。

1つの処理単位を実⾏する単純サービス。

集計サービス。集計サービスとは、他のサービスを呼び出すサービスであり、1つのリソースから他の
複数のリソースにデータを伝播する場合などに使⽤します。

複合サービス。複合サービスとは、順に実⾏される複数の単純サービスまたは集計サービスをラップす
るサービスであり、複数のリソースから順番にデータを収集してレポートを構成する場合などに使⽤し
ます。ラッパーサービスは、サービス間のデータのフローを管理します。

Software AG Designer の [サービス開発] パースペクティブで webMethods のフロー⾔語またはその他
の⾔語 (Java など) を使⽤してサービスを開発します。Software AG Designer で作業するときは、常に
ランタイムサーバ Integration Server に接続しています。アプリケーション統合におけるこのサーバの主
な機能は、サービスの実⾏です。Software AG Designer は、Integration Server で直接サービスを構築
し、編集します。さらに、Integration Server には、アプリケーション統合で使⽤できる組み込みサービ
スのライブラリが付属します。

webMethods フロー⾔語は try-catch-finally 構成をサポートします。この構成を使⽤すると、フローサー
ビス開発者は標準化された⽅法でエラーを処理できるため、複雑なエラー状況の処理が簡単になり、コード
は読みやすくなります。
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サービス開発では、コードの作成、テストおよび修正 (デバッグ) といったプロセスが繰り返されま
す。Software AG Designer には、テストおよびデバッグを⽀援するツールが備えられています。⼿動
で指定した⼊⼒値によるサービスのテスト、結果の検査、およびエラーの調査が可能です。フローサービ
ス、ドキュメントタイプ、JMS トリガー、およびアダプタサービスと接続における違いを⽐較できます。
また、2 つのフローサービスまたは 2 つのドキュメントタイプの差をマージできます。サービスおよびド
キュメントの監査ログを設定できます。

複数の Software AG Designer ユーザが、アプリケーション統合の異なる部分を別々に開発して 1 つの
Integration Server に展開し、テストするという⽅法で、アプリケーション統合の共同開発を⾏うことが
できます。Software AG Designer では、作業中のオブジェクトをロックでき、サードパーティの VCS
(バージョン管理システム : Version Control System) リポジトリとのやりとりも可能です。

コラボレーションに使⽤できる別のツールとしては、CentraSite があります。このツールは、Software
AG Designer、Integration Server および CentraSite に格納されているアセットについてのメタデー
タの共有データベースとして機能します。アプリケーション統合開発者は、Software AG Designer か
ら CentraSite にサービスおよびドキュメントタイプをパブリッシュし、CentraSite から Software AG
Designer にこれらのアセットをドラッグアンドドロップできます。Software AG Designer で構築するア
プリケーション統合に、CentraSite (および他の SOA レジストリ) の Web サービスを組み込むことがで
きます。反対に、Software AG Designer で Integration Server 上のサービスから Web サービスを作成
して、CentraSite (および他の SOA レジストリ) にその Web サービスを登録することもできます。

CloudStreams
CloudStreams は、Salesforce.com などの SaaS (Software as a Service) プロバイダと CRM や ERP
などのオンプレミスアプリケーションとしてソフトウェアを接続できるようにするマルチコンポーネント製
品です。CloudStreams には、サーバ、分析ダッシュボードおよび Software AG Designer のパースペク
ティブが含まれます。

CloudStreams Server は Integration Server で実⾏されます。CloudStreams Server は、SaaS プロ
バイダに接続し操作を実⾏できるようにするコネクタをホストします。CloudStreams サーバは、接続
の作成中に SaaS アプリケーションまたはバックエンドシステムでサポートされている認証スキームを使
⽤できます。Software AG は Salesforce.com コネクタなど、多くのコネクタを備えています。また、
他の SaaS アプリケーション⽤のカスタムクラウドコネクタを作成できます。CloudStreams Server は
CloudStreams コネクタおよびサービスのランタイムパフォーマンスメトリクスおよびイベントを収集し
ます。CloudStreams の分析ダッシュボードを使⽤して、収集したメトリクスおよびイベントを表⽰した
り監視したりすることができます。

CloudStreams フレームワークの動的操作機能を使⽤して、コネクタ内のカスタム操作を公開するコネク
タをすばやく作成できます。CloudStreams コネクタサービスを使⽤して、サービス実⾏中に認証の詳細
を動的に提供できるため、既存または事前定義済みの CloudStreams 接続に依存せずにサービスを呼び出
すことができます。

受信 (つまり、SaaS プロバイダからオンプレミスアプリケーションへの) 処理には、Software AG
Designer の [CloudStreams 開発] パースペクティブを使⽤して、仮想サービスおよびその管理ポリシー
を作成します。このサービスおよびポリシーは、ユーザ定義のセキュリティチェックおよび処理を実⾏し、
要求をオンプレミスアプリケーションに送信してその応答を処理します。また、CloudStreams フレーム
ワークはコネクタレベルで受信ストリーミングをサポートします。コネクタ開発者はバックエンド固有の受
信ストリーミングを実装できます。
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送信 (つまり、オンプレミスアプリケーションから SaaS プロバイダへの) 処理には、Software AG
Designer の [サービス開発] パースペクティブを使⽤して、SOAP 操作の実⾏または REST リソースへの
アクセスを⾏うクラウドコネクタサービスを作成します。[CloudStreams 開発] パースペクティブを使⽤
して、要求を SaaS プロバイダに送信してその応答を処理する特殊な仮想サービス (コネクタ仮想サービス
と呼びます) を作成します。

アダプタ
アプリケーション統合に、Software AG がアダプタを提供しているアプリケーションとの対話が必要
な場合は、アダプタ内のサービスを呼び出すサービスを作成できます。アダプタは、企業のリソースを
Software AG 製品に接続し、さらにそれらの製品経由で相互に接続する、Web ブラウザベースのインタ
フェースを備えているソフトウェアコンポーネントです。Integration Server が XML などの各種標準を
サポートするのに対し、アダプタは SAP、Siebel、Oracle Applications、PeopleSoft などのパッケージ
アプリケーション、Oracle、SQL Server、Informix、Sybase、DB2 などのデータベースおよびメイン
フレームと UNIX システム上の基幹プログラムにアクセスするための独⾃プロトコルをサポートしていま
す。アダプタは、リソース固有の形式から Software AG 製品によって使⽤される形式 (またはその逆) に
データを変換します。アダプタを使⽤すると、複雑なカスタムコードを作成せずにリソースをアプリケー
ション統合に組み込むことができます。アダプタは Integration Server 上で実⾏されます。

アダプタは、リソースから Software AG 製品にデータを伝達します。リソースのポーリングを⾏って新規
または変更済みのデータを能動的に取得することも、新規または変更済みのデータをリソースから受動的
に受信することも可能です。たとえば、Adapter for JDBC はデータベースからデータを受信して、データ
ベース固有の形式から適切な Software AG 内部形式に変換し、変換済みのデータを Integration Server
上のサービスに送信してさらに処理することができます。

アダプタは、Software AG 製品からリソースにデータを伝達します。たとえば、Adapter for JDBC サー
ビスは Integration Server サービスからデータを受信して、Software AG 内部形式からデータベースに
よって必要とされる形式に変換し、データベースに挿⼊することができます。

クラウド展開
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Software AG は、クラウドホスト型の Integration Server を提供しています。Software AG Designer
の [サービス開発] パースペクティブからは、クラウドホスト型の Integration Server のソリューション
にサービスを展開できます。展開プロセスの⼀部として設定パラメータを変更できます。クラウドの展開
履歴や展開の状態を表⽰したり、問題のデバッグのためにログにアクセスしたりするには、[展開の状態]
ビューを使⽤できます。

Monitoring on Cloud は、ソリューションを表⽰および管理できるようにクラウドホスト型の Integration
Server を監視します。Prometheus や Grafana などのサードパーティツール上に構築された Monitoring
on Cloud は、Optimize for Infrastructure によって作成されたプラグインを利⽤して、メモリ、ヒー
プ、その他のインフラストラクチャ統計だけでなく製品固有のメトリクスや動作も監視します。健全性
チェックダッシュボードはすぐに使⽤可能で、ソリューション全体の健全性の概要を⽰します。概要レベ
ルのダッシュボードから、システムアクティビティの全体を表⽰する⼀連の KPI を使⽤して、アプリケー
ション固有のダッシュボードにドリルダウンできます。Monitoring on Cloud は、統合プロジェクトの実
⾏結果を理解するのに役⽴つトランザクション監視を使⽤します。注意が必要な状況がある場合は、事前定
義された KPI に基づいて重要なサービスアラートを⽣成します。

webMethods.io Integration
webMethods.io Integration は、業界初の Node.js ベースのクラウドホスト型の iPaaS
(integration Platform-as-a-Service) です。Salesforce、Marketo、Amazon Web
Services、Paypal、Github、Cumulocity、CRM、ERP などのアプリケーションとサービスを接続する
ワークフローを開発および監視し、データの通信および交換を⾏えるようにします。ブラウザベースのユー
ザインタフェースを使⽤して、オンプレミスとクラウドの両⽅に配置されているアプリケーションやデータ
とポートフォリオを混在させることができます。

webMethods.io Integration を使⽤すると、ドラッグアンドドロップの GUI を使ってポイント
ツーポイントワークフローや複数のエンドポイント間の複雑なオーケストレーションを作成できま
す。webMethods.io Integration は、Node.js を使⽤した条件、スイッチ、ループ、およびカスタムアク
ションをサポートします。デバッグ、実⾏の再試⾏、およびエラー処理機能を使⽤してワークフローを確認
できます。ワークフローの起動を⾃動化するには、オンデマンド、ポーリング、またはイベント駆動型のト
リガーを作成します。webMethods.io Integration には、何百ものワークフローのための Web サービス
と、複雑なユースケースの始点として使⽤可能なあらかじめ作成されたワークフローテンプレートが付属し
ています。ワークフローをより早くブートストラップするためのレシピをインポートすることもできます。

webMethods.io Integration の開発者はワークフローで共同作業できます。意図しない変更を防ぐため
に、権限ベースのフォルダアクセス、バージョン管理、およびワークフロー開発のロックとロック解除を使
⽤してワークフロープロジェクトを管理します。

webMethods.io Integration には、⼈気のある SaaS アプリケーションおよびサービスへの無数のコネク
タが付属しています。webMethods.io Integration で CloudStreams コネクタを使⽤することも、独⾃の
コネクタを開発するために webMethods.io Integration Connector Builder Framework を使⽤すること
もできます。カスタムコネクタでは、フィールドをマッピングしたり、⽂字列、⽇付、数値などの値の操作
に定義済みのトランスフォーマを使⽤したり、Node.js を使った独⾃のトランスフォーマを作成したりで
きます。

webMethods.io Integration の管理者は、アクセス権など、ユーザを定義および管理したり、必要に応じ
てワークフローを有効化および無効化することができます。また、ワークフローの実⾏を監視したり、ワー
クフローエラーを通知する電⼦メールベースのアラートルールを設定したり、根本原因の分析のためにテナ
ント監査やアクティビティログを確認したりすることもできます。
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webMethods.io Integration では、オンプレミスでインストールされているソフトウェアは必要ありませ
ん。ただし、クラウドアプリケーションからのデータをオンプレミスのアプリケーションやデータベースか
らのデータと統合して同期する場合は、Software AG Designer と Integration Server オンプレミスをイ
ンストールできます。その後、Software AG Designer でアプリケーション統合を開発し、それらの統合
を webM.io Integration にアップロードし、それらをワークフロー内で使⽤することができます。

Cumulocity は、デバイスからデータ、アラーム、イベント、および測定値を収集しま
す。webMethods.io Integration はコネクタを使⽤して Cumulocity からこの情報を収集し、ワークフ
ローに含めることができます。その後、ワークフローは情報に対してアクションを実⾏できます。

EntireX
EntireX を使⽤すると、Integration Server で実⾏されるサービスを COBOL または Natural などの⾔語
で書かれた基幹プログラムに簡単に接続できます。

EntireX の実⾏環境には、これらの主要コンポーネントが含まれます。

EntireXEntireX AdapterIntegration Server で実⾏されます。

EntireX Broker。負荷分散、セキュリティ、⼤きなメッセージおよび⾼可⽤性をサポートします。

CICS RPC Server のようなクライアントまたはサーバエンドポイント。

Software AG Designerの EntireX パースペクティブ。これを使⽤すると、Integration Server 上の
アダプタサービスなどの必要なアセットが⽣成できるようになります。

たとえば、COBOL でプログラムされた CICS トランザクションを Integration Server から呼び出すとし
ます。この同期要求/応答シナリオを EntireX を利⽤して実装するための 1 つのアーキテクチャバリアン
トは、EntireX Adapter から EntireX Broker、EntireX Broker から CICS RPC Server です。トランザ
クションのインタフェースを COBOL ソース、コピーブック、または両⽅から抽出するために、Software
AG Designer の EntireX パースペクティブを利⽤します。EntireX ウィザードでは、EntireX アダプタを
ホストする Integration Server 上のインタフェースの抽出およびアダブタサービスのコード⽣成について
ガイドします。EntireX は、必要とされるすべてのテクニカルアセットを作成します。テクニカルな詳細事
項に関する作業は必要ありません。アダプタサービスは Software AG Designer で直接テストできます。

ただし、⾼度なユースケースの場合は、技術的な詳細を指定することができます。下の図は、EntireX パー
スペクティブで、2 つのメインフレームプログラムについて抽出されたシグネチャを⽰しています。
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Integration Server でアダプタサービスを実⾏すると、トランザクションから抽出された⼊⼒に指定し
た値を使⽤して、メインフレーム側の CICS トランザクションが呼び出されます。アプリケーション統
合のアダプタサービスは、他の Integration Server サービスを使⽤する場合と同じように使⽤できま
す。Software AG Designer はアダプタサービスから Web サービスを作成でき、CentraSite などの SOA
レジストリに Web サービスを登録できます。ユーザは、作成された Web サービスを使⽤して簡単にメ
インフレームリソースをビジネスツービジネス統合 (B2B) およびビジネスプロセスに含めることができま
す。

EntireX アーキテクチャは対称的であるため、送信接続も受信接続も可能になります。たとえば、CICS ト
ランザクションで Integration Server フローサービスを呼び出すとします (つまり、メインフレーム送
信)。EntireX により、同じ⽅法で必要なアセットが⽣成されます。

COBOL、PL/I または Natural で書かれたプログラムのシグネチャを抽出できます。メインフレームで
は、EntireX が CICS、IMS、およびバッチ環境をサポートします。CICS、IMS、および AS/400 のゼロ
サーバフットプリントシナリオを設定できます。これは、統合が異なる組織単位に渡る場合に役⽴つことが
あります。

ApplinX
サーバベースのテクノロジに基づく ApplinX を使⽤すると、基幹システムアプリケーションを変更するこ
となく、効率的、堅牢および簡単な⽅法で、Web アプリケーションから基幹システムアプリケーションの
データやトランザクションにアクセスしたり、それらを統合したりすることができます。

ApplinX は、.NET または J2EE などの標準的なプログラマチック環境を使⽤して、基幹システムアプリ
ケーションを公開し、Web アプリケーションや Web サービスなどのコンポーネントにカプセル化しま
す。このようにすると、任意の最新開発プラットフォームでこれらのコンポーネントを拡張構成要素として
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使⽤し、CRM アプリケーションなど、新規または既存のアプリケーションに使⽤できます。この⽅法によ
り、新しい戦略的 IT プラットフォームに基幹システムアプリケーションを統合でき、より合理的で効率的
なタスク指向および役割指向のアプローチでワークフローを再構築できます。

ApplinX には、Web 使⽤可能性、SOA 使⽤可能性および Web ページ統合の 3 種類のソリューションが
⽤意されています。いずれの種類の開発作業にも Software AG Designer の [ApplinX] パースペクティブ
を使⽤します。下の図は、ApplinX パースペクティブを⽰しています。

Web 使⽤可能性
Web 使⽤可能性により、既存のホストの「緑⾊の画⾯」を Web インタフェースに変更できます。既存の
アプリケーションに⼿を加えたり、コードを変更したりすることなく、完全な Web のルックアンドフィー
ルを実現できます。ApplinX には、以下で説明する Web 使⽤可能性ソリューションが⽤意されています。

インスタントソリューション
インスタントソリューションを使⽤すると、コーディングをまったく⾏わないか、⾏う場合でもほんの少し
のコーディングで、基幹システムアプリケーションを最新の Web アプリケーションに変更できます。Web
アプリケーションを少し設定するだけで、アプリケーションの全般的なルックアンドフィールを改善できま
す。たとえば、上部と横にイメージや会社ロゴを配置したテンプレートを設計したり、スタイルシートを変
更してさまざまなフォントや⾊などを使⽤したりすることができます。このような変更により、エンドユー
ザが情報にアクセスするまでの時間が短縮され、⾒やすさが向上します。
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Software AG Designerでは、画⾯グループを使⽤できます。このグループを使⽤すると、複数の画⾯に同
じデザインを適⽤できます。変換を使⽤すると、ホストの画⾯パターンを Web コンポーネントに変換でき
ます。変換には、画⾯のヘッダー領域、メッセージ⾏、タイトルおよび境界のフォーマット、ホストファン
クションキーのハイパーリンク、ボタンまたはイメージへの変換、⼊⼒フィールドの GUI エレメント (コ
ンボボックス、ラジオボタン、チェックボックスなど) への変換、⽇付⼊⼒フィールドへのカレンダーコン
ポーネントの追加、不要な⽂字の削除などがあります。

HTML エミュレーションソリューション
.NET および J2EE の環境では、ApplinX のシンクライアント HTML エミュレーションが使⽤可能で
す。ApplinX では、ホストキーおよび印刷サポートを提供し、既存の⾊体系を保持する Web ブラウザ端末
エミュレーションに、ホスト端末エミュレーションを即座に変更できます。

コンポジットソリューション
.NET および J2EE の環境で使⽤可能なコンポジットソリューションにより、Web アプリケーションの徹
底的なカスタマイズおよび拡張が可能です。複数の基幹システムアプリケーションからの情報を、1 つの
Web ページに集約できます。Web フレームワークをカスタマイズする ApplinX Base Object API を使⽤
して、画⾯レベル、トランザクションレベルまたはデータレベルでレガシーアセットを統合し、さまざまな
Web 環境をサポートできます。

SOA 使⽤可能性
SOA 使⽤可能性により、基幹システムアプリケーションの機能を再利⽤し、運⽤品質にあるシステムのト
ランザクションプラットフォームを新しい IT プロジェクトに利⽤できます。基幹システムアプリケーショ
ンの機能およびデータを画⾯レベルまたはトランザクションレベルで Web サービスとして公開し、Web
サービスを呼び出す他の環境に統合します。

Software AG Designer でプロシージャを作成し、そのプロシージャを使⽤してアプリケーションの機能
を Web サービスに変更できます。画⾯、プログラム、データベース、外部 Web サービスなどの ApplinX
エンティティを使⽤し、異なるデータソースを組み合わせて Web サービスを作成します。ApplinX
は、SOAP や WSDL などの Web サービス標準および CentraSite などの SOA レジストリにサービスを登
録するための JAXR (Java API for XML Registries) をサポートしています。

Web ページ統合
ApplinX には、ApplinX 内の Web ブラウザアクティビティをシミュレーションして、標準 Web サービス
として公開したり、ApplinX プロシージャに統合したりすることができるようにする Web ページ統合ソ
リューションが⽤意されています。特に、ユーザは、シミュレーションを使⽤して、Web コンテンツを記
録し、ApplinX Web プロシージャを作成します。Web プロシージャは、ApplinX 内で Web ページのユー
ザインタフェースを統合できるように設計されます。Web プロシージャは、パスプロシージャやフロープ
ロシージャなどの ApplinX プロシージャと同様に、サービスとして公開できます。

Integration Server アセットのローカルでの開発および
テスト
Integration Server アセットをローカルで開発およびテストすることを可能にする製品のコレクション
は、webMethods Integration Server DevOps Edition と呼ばれます。DevOps Edition には、開発の効
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率を向上させる機能や、ローカルでのサービスの開発、構築、変更、テストを可能にする機能が含まれてい
ます。これらのサービスは、最終的には継続的な統合につながります。

DevOps Edition には、Software AG Designer、Local Version Control Integration、Unit Test
Framework、および Application Platform が含まれています。

Local Version Control Integration
LVCI (Local Version Control Integration) は、Software AG Designer Service Development プラグイ
ンの機能です。この機能を使⽤して、Integration Server パッケージを Eclipse プロジェクトとしてロー
カルで開発できます。デフォルトで、この機能のローカル開発部分は Software AG Designer と同じルー
トディレクトリへ Integration Server をインストールすることで有効になります。Docker コンテナ内で
実⾏している Integration Server を、この機能のローカル開発サーバとして使⽤することもできます。ま
た、この機能によって、Software AG Designer から直接、バージョン管理システム (VCS) に対してパッ
ケージエレメントとサポートされているファイルのチェックインおよびチェックアウトを⾏うことができま
す。

Unit Test Framework
Software AG Designer には、開発のテストおよびデバッグを⽀援するツールが備えられています。Unit
Test Framework は、サービスユニットテストツールと回帰テストツールです。これにより、サービス開
発者は、カスタム開発なしにユニットテストを簡単に作成し、開発の全体的な質を向上させることができ
ます。Unit Test Framework は、サービスの⾃動ユニットテストと⾃動回帰テストを容易にし、継続的な
統合と配信のための⾃動ツールを作成するメカニズムを提供します。Unit Test Framework では、既に継
続的統合ツールと正常に連携している標準的なユニットテストフレームワークを活⽤して、JUnit と統合で
きます。また、 Unit Test Framework は、⾼度なユーザが JUnit のテストケースを作成するための Java
API を提供します。Unit Test Framework から Jenkins タスクの構築展開と実⾏を⾃動化できます。

次の表では、Software AG Designer の Unit Test Framework パースペクティブで実⾏できるテストの種
類について説明します。

テスト 説明

ユニッ
ト

Software AG Designer Eclipse ユーザインタフェースで、ユニットテストケースを
設計、構築、実⾏します。また、Ant スクリプトを使⽤して、テストケースを外部で
実⾏できます。⼿動で指定した⼊⼒値によるフローサービスのテスト、結果の検査、
およびエラーの調査が可能です。

模擬 利⽤できないか、データに整合性がないリソースとのインタラクションをテスト⽤に
シミュレートします。テストケースを使⽤して、指定する⼊⼒値で模擬サービスを実
⾏したり、模擬サービスではなく仲介サービスを呼び出したり、模擬サービスの出⼒
を指定した例外に置き換えたり、カスタム Java クラスを使⽤して模擬サービスを実
装したりします。
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テスト 説明

回帰 テストケースを XML ファイルでの⼊出⼒とともに保存し、これらの再使⽤可能な
アーティファクトを再実⾏して、最新の変更が以前のバージョンで修正されたエラー
を再発しないことを確認します。

コード
の適⽤
範囲

特定のテストの起動時に、フローサービスのどのフローステップとマップアクション
が実⾏されるかを記録し、分析します。未テストのステップを特定し、該当するテス
トの改善に役⽴ちます。

スイー
トの
適⽤
範囲、
実⾏モ
デル、
サービ
スの適
⽤範囲

特定のテストの起動時に、フローサービスのどのフローステップとマップアクショ
ンが実⾏されるかを記録し、分析します。スイートの適⽤範囲、実⾏モデル、および
サービスの適⽤範囲に関する適⽤範囲レポートを備えた使いやすいレポート機能を提
供します。

Application Platform
Application Platform を利⽤すると、独⾃の webMethods API を使⽤せずに、Java でアプリケーショ
ンロジックを開発できます。POJO または Spring Bean などの広く普及している Java 開発モデルをアプ
リケーションロジックに使⽤した後、Integration Server または My webMethods Server で実⾏するロ
ジックとして展開することが可能です。

アプリケーションロジックを開発するには、Software AG Designer の Application Platform パースペク
ティブを使⽤します。また、Java サーブレットテクノロジに基づく Web UI アプリケーションを開発し、
これらのアプリケーションで認証および承認要件を設定できます。JUnit テストを作成して Software AG
Designer で実⾏して、アプリケーションの機能を検証します。テストは、実⾏中の Integration Server
または My webMethods Server で実⾏され、実⾏結果は、Software AG Designer JUnit ビューに表⽰さ
れます。

Application Platform サービスと Integration Server サービスを統合できます。簡単な Java アノテー
ションを使⽤して Integration Server にある Application Platform サービスを公開し、これらのサー
ビスをフローサービス、トリガー、または Web サービスコネクタから呼び出せるようにしておきま
す。Integration Server サービス向けの Java クラスラッパーを作成し、これらのサービスを、独⾃の
Integration Server クライアント API を使⽤せずに Application Platform サービスから呼び出せるよう
にします。

アプリケーション統合の実⾏
アプリケーション統合を実⾏する製品には、Integration Server、Integration Agent、Microservices
Runtime、および Universal Messaging などがあります。
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Integration Server
Integration Server は、アプリケーション統合での主な機能がサービスを実⾏することである、Web ブラ
ウザベースのユーザインタフェースを備えたランタイムサーバです。Integration Server は、以下の処理
を⾏います。

1. クライアントアプリケーションから要求を受信し、要求元ユーザを認証します。

2. 適切なサービスを呼び出し、要求元クライアントからの⼊⼒データを渡します。

3. サービスから出⼒データを受信し、クライアントに返します。

Integration Server は確⽴された標準や新しい標準を幅広くサポートしているため、インターネットに接
続されたほぼすべての取引先とやりとりできます。

次の表に、Integration Server によってサポートされている標準、および各標準の例を⽰します。

サポートされている標準 例

転送標準 HTTP、HTTPS、FTP、FTPS、SMTP

メッセージ形式 MIME、S/MIME

データ標準 XML、XML スキーマ、区切り⽂字で区切られた固定⻑または可
変⻑レコードのカスタムフラットファイル形式、JSON および
JSON スキーマ、GraphQL

プロトコル AMQP、JMS、Kerberos、OData、OpenID
Connect、SFTP、SOAP、SOCKS、Websocket、XML RPC

仕様 Swagger、WSDL (Web Service Description Language)

統合パターン REST、Web サービス、イベント駆動型、要求/応答

承認 OAuth、JWT

Integration Server は、サービスおよび関連ファイル (仕様、ドキュメントタイプ、トリガー、動的サー
バページ (DSP) など) を含むパッケージをホストします。Integration Server には多くのパッケージが付
属します。開発者は、作成するサービスを保持する独⾃のパッケージを作成できます。

Integration Agent
Integration Agent は、Integration Server 機能のサブセットを備えた軽量版の Integration Server で
す。Integration Agent は、以下のようなシナリオで使⽤できます。

クラウド内での統合を必要とするハイブリッドな統合シナリオ。
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ハードドライブ領域や RAM に制約がある POS 端末。

Universal Messaging
Universal Messaging は、速度、信頼性、スケーラビリティおよび柔軟性に優れた Java メッセージ指向
ミドルウェア (MOM) であり、クラスタリング、スケジュール、インタフェースプラグインなどのメッセー
ジング機能を、パブリッシュ/サブスクライブ、メッセージキューのメッセージングパラダイムの標準サ
ポート、ならびに、JMS のサポートと共に提供します。Universal Messaging では、メッセージングの
AMQP 1.0 標準ワイヤプロトコルの⼤部分、特に、JMS API 経由で公開される部分もサポートします。

Universal Messaging は、パブリッシャーからサブスクライバーにデータをルーティングする媒介の役割
を果たします。また、企業全体のリソースのメッセージングバックボーンとして機能し、サブスクライバー
がドキュメントを受信して指定のアクションを実⾏するイベント駆動型アーキテクチャをサポートするこ
とができます。Integration Server は、これらのドキュメントをプロトコルバッファとしてエンコード/デ
コードできます。

マイクロサービスのホストとデリバー
マイクロサービスは、単⼀のビジネス機能を実⾏する「マイクロサービス」と呼ばれる⼀連の⼩さいサービ
スとしてアプリケーションを開発するアーキテクチャ⽅式の 1 つです。マイクロサービスは操作の集合で
あり、事実上はリモートで呼び出される API です。これは、⾃由に展開可能であることを意味します。⼀
連のサービスとして、またはイベントとチャネルの定義としてなど、さまざまな⽅法で実装できます。

Microservices Runtime を使⽤すると、関連するサービス、インタフェース、ドキュメントタイプ、およ
びトピックまたはキューにサブスクライブするトリガーのセットを含むパッケージとして、またはこの種の
関連するパッケージのセットとして (たとえば、⼈事機能に関連する 5 つのパッケージ)、マイクロサービ
スをデリバーできます。

各マイクロサービスは独⾃の Microservices Runtime で実⾏でき、HTTP リソース API などの軽量なメカ
ニズムを使⽤して通信できます。しかし、同じ Microservices Runtime で複数のマイクロサービスを実⾏
することもできます。このハイブリッドのソリューションを使⽤すると、必要に応じてマイクロサービスを
分離したりグループ化したりすることができます。2 つのマイクロサービスがあり、同様の⽅法で⼀緒に拡
張する必要があるとします (つまり、⼀⽅の新しいインスタンスが必要な場合、他⽅の新しいインスタンス
も必要になります)。⼀⽅のマイクロサービスが他⽅のマイクロサービスより負荷が⼤きい場合、または⼀
⽅のマイクロサービスをより頻繁に拡張または更新する必要がある場合、2 つのマイクロサービスを異なる
Microservices Runtime に展開することができます。両⽅のマイクロサービスが同時に更新される傾向が
ある場合、同じ Microservices Runtime で共同ホストできます。

Microservices Runtime は Integration Server と完全に互換性があり、Software AG Designer と
Integration Server を使⽤して開発したサービスをホストできます。Microservices Runtime はディスク
とメモリのフットプリントが少なくなるよう最適化されていますが、外部データベースのサポートなどの追
加モジュールをインストールすることで、完全な Integration Server に変換できます。

Microservices Runtime では、オープンソースの Consul サービスレジストリを使⽤したサービスエンド
ポイントの動的検索の画期的なサポートがすでに⽤意されています。Consul サービスレジストリのマイク
ロサービスとして機能するパッケージを登録することができます。または、パッケージのロードプロセス
中にパッケージエンドポイントを追加することで、登録プロセスを⾃動化することができます。エンドポ
イント情報の対応する削除は、パッケージのアンロード時に⾏うことができます。Microservices Runtime
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は、実⾏時のマイクロサービスの呼び出しに使⽤できるエンドポイント情報を検索する機能を備えていま
す。また、他のサービスレジストリプロバイダと統合する独⾃のパッケージを作成することもできます。

Microservices Runtime は現在の Microservices Runtime メトリクスを Prometheus 形式で提供する /
metrics エンドポイントをサポートします。Prometheus はオープンソースのシステム監視および警告
ツールキットです。

1 つのマイクロサービスまたは関連する⼀連のマイクロサービスは Docker コンテナ内で実⾏できるた
め、⾼価な VM を購⼊する必要はありません。Docker イメージには設定が含まれるため、正確に同じ設
定をどこでも展開できます。Docker イメージには、1 つのパッケージまたは関連する⼀連のパッケージを
含めることができます。コンテナの起動中に、マイクロサービスを含むカスタムパッケージを動的にロー
ドできます。1 つの Docker イメージを使⽤して、複数のマイクロサービスコンテナを実⾏できます。こ
のようにして、作成および保守が必要な Docker イメージ数が継続的に減少することで、DevOps チーム
に対する作業負荷が減少します。Microservices Runtime は Docker コンテナの健全性全般を確認するた
めに使⽤される健全性チェックパターンをサポートします。Microservices Runtime は /health エンドポ
イントを公開します。健全性の問題が発⽣した場合、Kubernetes などのコンテナオーケストレーション
ツールは、このエンドポイントを使⽤してポッドを再起動できます。DevOps エンジニアは Microservices
Runtime でサポートされている複数の健全性インジケータを組み合わせて、実⾏中の各 Docker コンテナ
の統合的な健全性状態を提供できます。

アプリケーション統合の例
アプリケーション統合は、多種多様な⽅法で実装できます。いくつかの例を以下に⽰します。

同期
Siebel とメインフレームプログラムの間で顧客情報を同期させるとします。Siebel Adapter を Siebel ア
プリケーションとやりとりするように設定し、EntireX Adapter をメインフレームプログラムとやりとり
するように設定します。EntireX アーキテクチャは対称的であるため、プッシュまたはプルのいずれの⽅法
も使⽤できます。

Siebel からメインフレームプログラムにデータを取得するには、Siebel アプリケーションに新規また
は変更済みのデータがないかどうかを Siebel Adapter によって監視します。Siebel Adapter は、デー
タを Siebel 独⾃の形式から適切な Software AG 内部形式に変換して Integration Server に渡しま
す。Integration Server は、データを処理して EntireX Adapter に渡します。EntireX Adapter は、受け
取ったデータをメインフレームプログラムの形式に変換してシステムに挿⼊します。メインフレームプログ
ラムから Siebel にデータを取得するには、同じプロセスを逆にして使⽤します。

伝播
コンポジットアプリケーションを使⽤して従業員情報を変更し、変更内容を⼈事データベース、従業員福利
厚⽣アプリケーション、および退職⾦積⽴計画メインフレームプログラムに伝播するとします。以下を開発
します。

コンポジットアプリケーション (Software AG Designerで開発): 従業員情報を⼊⼒するためのユーザ
インタフェースを提供し、フォームで⼊⼒されたデータを Integration Server に渡して処理します。
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同期サービス: Integration Server からデータを受信し、下で説明する 3 つのサービスを同時に呼び
出し、3 つのサービスからの確認を待った後、ユーザに対して表⽰する確認をコンポジットアプリケー
ションに返します。

Adapter for JDBC サービスとその他 2 つのサービス: データベース、メインフレームプログラム、お
よび福利厚⽣アプリケーションにそれぞれデータを挿⼊し、上で説明した同期サービスに確認を返しま
す。

構成
⼈事部⾨が⼈事データベース、退職⾦積⽴計画メインフレームプログラム、および従業員福利厚⽣アプ
リケーションから従業員情報を含むレポートを作成するとします。情報のルーティングには Universal
Messaging およびそのパブリッシュ/サブスクライブモデルを使⽤します。以下を開発します。

コンポジットアプリケーション (Software AG Designer で開発): レポートを要求するためのユーザ
インタフェースを提供し、要求を Universal Messaging にパブリッシュし、返されたデータをレポー
ト形式でユーザに対して表⽰します。

同期 Adapter for JDBC サービス: データベースからデータを抽出します。

2 つの同期サービス: メインフレームプログラムおよび福利厚⽣アプリケーションからデータを抽出し
ます。

⾮同期フローサービス: 上で説明した 3 つのサービスをラップし、サービス間でデータをマップし
て、応答を⽣成します。

Integration Server 上のトリガー: Universal Messaging上のレポート要求をサブスクライブ
し、Integration Server が要求を受信したときにフローサービスを呼び出します。
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インメモリデータ管理
Terracotta Ehcache API は、オープンソースかつ標準ベースのキャッシュ API です。この API により、
アプリケーションで頻繁に使⽤されるデータをメモリ (または他の周辺リソース) からフェッチでき、デー
タベースや他のバックエンドシステムから抽出しなくても済みます。Software AG 製品がインメモリデー
タ管理を使⽤する⽅法については、このガイドの他の章で説明しています。

Terracotta BigMemory Max
Terracotta BigMemory Max が Terracotta Ehcache API を拡張するため、アプリケーションで⼤規模な
インメモリキャッシュを Java ヒープの外部で作成し、キャッシュされたデータをネットワーク上の他の
アプリケーションと共有できます。Terracotta BigMemory Max を使⽤すると、ローカルのオンヒープメ
モリ単独の場合よりも⼤きなキャッシュを作成できます。使⽤するプラットフォームによっては、キャッ
シュにテラバイトを使⽤できます。また、Terracotta BigMemory Max を使⽤して作成するキャッシュ
は、JVM ガーベッジコレクションプロセスの対象ではないため、オンヒープキャッシュより予想どおりに
⼀貫して実⾏されます。

webMethods 製品で Terracotta BigMemory Max を使⽤する⽅法の詳細については、『Using
Terracotta with webMethods Products』を参照してください。

Terracotta Server Array
Terracotta Server Array は分散キャッシュを可能にする Terracotta BigMemory Max の機能で
す。Terracotta Server Array により、複数のアプリケーションの共有キャッシュを使⽤できま
す。Terracotta Server Array は通常、⾼可⽤性を実現するために、アクティブな Terracotta Server とミ
ラー Terracotta Server で構成されます。
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Terracotta DB
Terracotta DB は、キャッシュと操作可能な記憶領域のユースケースを処理し、トランザクションと分析
の処理を可能にする包括的な分散インメモリーデータ管理ソリューションです。Terracotta DB のクラス
には Java Streams、コレクション、関数などのネイティブ JDK 機能を活⽤する、⾮常に⾼性能なクエリ
と計算の機能があります。Terracotta DB は、操作可能なストアおよび計算機能を備える記憶領域サブシ
ステム (TCStore と呼ばれる)、およびキャッシュ機能を備えるキャッシュサブシステム (Ehcache と呼ば
れる) を提供します。両⽅のサブシステムは Terracotta Server でサポートされています。これは、スケー
ルアウト、スケールアップ、および⾼可⽤性機能を持つ、分散インメモリデータ記憶領域⽤の共通プラット
フォームを提供します。

webMethods Adapter for Terracotta DB を使⽤すると、さまざまな企業アプリケーションと⼀部の
Software AG を Terracotta DB に接続できます。
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マスターデータ管理
マスターデータは、企業のオペレーションに不可⽋なビジネス情報です。ビジネス情報には、顧客、トレー
ディングパートナ、従業員、サプライヤ、製品、マテリアル、アセットに関するデータが含まれる可能性が
あります。

⼤規模な組織では、部⾨によって、同じマスターデータでも異なるバージョンのものを保有する場合があり
ます。また、データが不正確な場合や不完全な場合もあります。したがって、このようなデータを使⽤する
と、重⼤な問題を引き起こす可能性があります。マスターデータ管理 (MDM) により、組織は単⼀の信頼で
きる共有可能なバージョンのマスターデータを作成および維持できます。MDM には、組織全体でマスター
データを⼀貫して収集、集約、パーシストおよび配信するためのプロセスおよびツールが⽤意されていま
す。

MDM に使⽤する製品は、OneData および Locate です。

OneData
OneData は、すべてのマスターデータ、データ定義、構造、ワークフロー、プロセスおよびルールの整合
性確保、クレンジング、同期および格納を⾏います。企業は、OneData を MDM ソリューションとして展
開して、プロセスのパフォーマンスを向上させ、ビジネスの意思決定を改善できます。

OneData は、マスターデータを格納するリポジトリおよびそのデータを検索したり操作したりできるよう
にする Web ブラウザベースのユーザインタフェースを提供します。また、データを複数の形式でインポー
トおよびエクスポートするためのスケジュール可能なデータ交換ジョブや REST ベースのサービスレイヤ
の呼び出しなどのメカニズムを使⽤した他のシステムとのデータ交換のための機能も提供します。

OneData では、オープンで拡張可能なデータモデルを備えています。ユーザは、既存のモデルをインポー
トしたり、組み込みのテンプレートを使⽤したりすることができます。データモデルにあるあらゆるドメイ
ンまたはサブジェクト領域がソリューションを構成します。したがって、独⾃の構造はありません。いつで
もモデルを簡単に変更または拡張でき、変更内容は OneData のユーザインタフェースに即座に反映されま
す。

OneData は、複数の MDM アーキテクチャ⽅式をサポートしています。サポートされているアーキテク
チャ⽅式には、⼀元化、統合、共存、ハイブリッドがあり、これらの⽅式を組み合わせることもできま
す。OneData は、運⽤と分析の両⽅の MDM ユースケースをサポートしています。

OneDataには、データクレンザー API が⽤意されています。これらには、ジェネリッククレン
ザー、OneData 定義のクレンジングプロジェクトを使⽤するクレンザー、および指定されたデータオ
ブジェクト対して OneData 定義のクレンジングプロジェクトを使⽤するクレンザーが含まれます。
また、OneData には、データマッチャー API が⽤意されています。これらには、ジェネリックマッ
チャー、OneData マッチングプロジェクトを使⽤するマッチャー、OneData マッチングルールを使⽤す
るマッチャー、および指定されたデータオブジェクトに対して OneData マッチングプロジェクト使⽤する
マッチャーが含まれます。

OneData オブジェクトは、JSON スキーマをサポートします。OneData REST データへの HTTP POST
呼び出しのペイロード形式として JSON を使⽤できます。OneData のオブジェクト定義では、このような
呼び出し⽤に JSON スキーマを⽣成することができます。また、API 呼び出しでもこのスキーマを取得で
きます。
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OneData は、検索エンジンとして Elasticsearch を使⽤します。

次の表では、OneData が他の Software AG 製品とやり取りする⽅法について説明します。

製品 説明

Locate 世界中の 240 か国以上の所在地参照データを提供し、国内の住所を検証
し、エラーや⽋損をチェックし、必要に応じて、不⾜している所在地属性
を補充します。ジオコーディングを実⾏します。

Integration
Server

OneData によって呼び出されたサービス (データの妥当性検査やエン
リッチ化など) を実⾏します。

Universal
Messaging

リアルタイムでのデータの取得/展開⽤の JMS プロバイダ。OneData で
データを変更した場合、OneData は、サブスクライバーが取得するため
のメッセージを JMS プロバイダ内のトピックまたはキューにパブリッ
シュできます。逆に、OneData は、CRM などのバックエンドシステムの
データ変更に関するメッセージがないかどうか、JMS トピックとキューを
サブスクライブできます。

Terracotta メモリ内データベースを保持し、データオブジェクトのバージョン
をキャッシュします。データオブジェクトのキャッシュを有効にする
と、OneData は、キャッシュとリリース領域内のオブジェクトに関連付
けられているレコードを保存します。キャッシュを実⾏すると、サービ
スは、データベースではなくキャッシュとやりとりするので、データオブ
ジェクトを使⽤する REST サービスのパフォーマンスが向上します。

webMethods
ビジネスプロセ
ス管理 (BPM)

⾼度なワークフロープロセスを定義します。

また、OneData も、業界標準の任意の ESB またはサービス指向アーキテクチャ (SOA) 環境に統合され
て、運⽤システムとデータウェアハウジング/レポート作成システムの両⽅で同じマスターデータを共有お
よび再利⽤します。

OneData は、以下のようなエンドツーエンドのマスターデータライフサイクル機能をサポートしていま
す。

OneData ユーザインタフェースによるデータの作成および維持。

コーディングを必要としないモデル化および設定。⼀般的に、OneData の実装は数週間で遂⾏できま
す。

データベース、フラットファイル、XML ファイルなどのデータソースとの間でのデータ取得および
データ展開。

階層管理。

データ変更要求ワークフローおよびデータ承認ワークフロー。
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データ品質 (クレンジング、照合およびサバイバーシップ)。OneData は、サードパーティのデータ品
質ツールに統合することもできます。

データセキュリティ、監査およびレポート作成。

下の図は、OneData ユーザインタフェースの階層を⽰しています。階層内のノードの詳細は右側にありま
す。

下の図は、内容が OneData で作成されたデータオブジェクトを反映しているデータグリッドを⽰していま
す。
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OneData と OneData API は、クロスサイトスクリプト (XSS) 攻撃から保護されています。
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